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特集 新工学部宣言！

１９６６年（昭和４１）、文教キャンパスのシンボルとして時計塔とともに設けられた大壁画。直線的な幾何学模様は、約９,５００枚の
有田焼の特製タイルで描かれています。（※本誌１９ページでご紹介しています。）

環境科学部の大壁画表紙について
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◎本誌記事を長崎大学関係者が転載する場合は、「長崎大学広報誌CHOHO○号から」と明記してください。学外の方は、事前に広報誌編集委員会までご連絡願います。

【特集1】　新工学部宣言 ！
【特集2】　長崎県の植物 ～その多様性をさぐる～
【いいたか放題】　水産庁 漁政部加工流通課 課長補佐　上田 勝彦さん
【グラバー図譜】　シロシュモクザメ
【現場に飛び出せ ！ 躍動するフィールドワーカーたち】 第3回 「文化」継承の現場へ
【温故知新】　第2回  時計塔と大壁画
【長大ニュース】
【インフォメーション】・【編集後記】

│CONTE N TS│

長崎大学長 　片峰　茂
Katamine  Shigeru

長崎大学は只今、変身中



こ
の
春
、工
学
部
は
変
わ
り
ま
す
。

す
べ
て
は
、世
界
を
感
動
さ
せ
る

技
術
者
・
研
究
者
を
育
て
る
た
め
。

新
し
い
工
学
部
の
組
織
と
、

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

平成２３年４月から
新体制でスタート

新
工
学
部
宣
言
！

新工学部宣言！ 特  集   1

01 vol.34



※
１

工学部
（410人）

環境
科学部
（150人）

一
般
入
試
は
一
括
で
。

学
び
た
い
気
持
に
応
え
、

希
望
コ
ー
ス
を
最
優
先
し
て

コ
ー
ス
決
定
し
ま
す
。

～平成２３年４月の入学をめざして！～

AO入試Ⅱにトライ中の受験者も、一般入試に出願可能です。

出願期間 ： 平成２３年１月２４日（月）～２月２日（水）

◎ 前期・後期日程とも、受け入れ上限の目安まで可能な限り第１希望を優先してコース決定。

　

改
組
に
よ
り
、入
試
で
は
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、一
般
入
試
が
、工
学
科
一
括
入
試
に
変
わ
っ

た
こ
と
で
す
。合
格
者
は
、総
得
点
の
高
い
順
に
決
ま
り
ま

す
。そ
の
後
、コ
ー
ス
を
出
願
時
の
希
望（
第
４
希
望
ま
で
）に

基
づ
い
て
決
定
し
、合
格
発
表
時
に
通
知
し
ま
す
。以
前
は
、

各
学
科
に
定
員
が
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ー
ス
制
に
は
な
く
、希

望
の
多
い
コ
ー
ス
は
、受
入
上
限
の
目
安
ま
で
受
け
入
れ
る
人

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、

学
び
た
い
コ
ー
ス
で
学
べ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。ま
た
、入
学
後
に
転
コ
ー
ス
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、A
O
入
試
に
、秋
に
行
わ
れ
る
既
存
の

「
Ⅰ
」に
加
え
、セ
ン
タ
ー
試
験
を
用
い
る「
Ⅱ
」が
導
入
さ
れ
た
こ

と
で
す
。A
O
入
試
Ⅱ
は
、数
学
と
理
科
が
得
意
な
人
に
特
化

す
る
も
の
で
、数
学
２
科
目
、理
科（
化
学
Ⅰ
、物
理
Ⅰ
）２
科
目

の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
な
ど
で
そ
の
実
力
を
判
断
し
ま
す
。

（
※
入
試
に
関
す
る
詳
細
は
工
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

受
験
を
乗
り
越
え
、晴
れ
て
大
学
に
入
学
し
た
ら
、自
ら
学
ぼ

う
と
す
る
熱
意
と
自
覚
を
強
く
持
っ
て
ほ
し
い
。迷
い
、格
闘
し

な
が
ら
も
、将
来
、自
分
が
何
も
の
に
な
る
の
か
を
考
え
、自
分
を

よ
り
よ
く
変
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。我
々
、教
職
員
も
学
生
一
人

ひ
と
り
を
よ
り
よ
い
未
来
へ
導
く
た
め
に
、最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

　
い
ま
、工
学
教
育
に
は
、専
門
化
、細
分
化
に
よ
る
効
率

性
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、総
合
化
と
い
う
視
野
に
立
っ

た
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
組
に
よ
っ
て
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
社
会
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、こ
の
4
月
か
ら
、

コ
ー
ス
に
沿
っ
た
体
系
的
な
教
育
と
工
学
全
体
を
見
渡
し

た
教
育
の
２
つ
の
方
向
の
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
す
。新
し

く
な
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
合
的
教
養
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
。

●
工
学
基
礎（
数
学・物
理・化
学
な
ど
）の
徹
底
し
た

　

教
育
と
基
礎
実
験
の
導
入
。

●
深
く
、豊
富
な
専
門
知
識・応
用
力
の
養
成
。

●
工
学
実
践
科
目

　
（
P
B
L
科
目
：Problem

/Project Based Learning

）

　

で
、本
物
の
実
践
力
や
課
題
探
求
能
力
を
養
成
。

●
英
語
実
践
科
目
の
充
実
。

　

さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、学
部
卒

業
で
も
、工
学
技
術
者
と
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、英
語
・工
学
実

践
科
目
は
、学
部（
学
士
課
程
）と
大
学
院
博
士
前
期
課

程
を
通
じ
た
一
貫
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施

し
、よ
り
高
度
な
技
術
者・研
究
者
を
養
成
し
ま
す
。　

工学研究科

生産科学研究科

博士後期課程（10人）

博士後期課程

博士前期課程

博士前期課程（200人）

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻

シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

電
気
情
報
工
学
コ
ー
ス

物
質
工
学
コ
ー
ス

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
創
成
コ
ー
ス

先
端
機
能
物
質
創
製
コ
ー
ス

博士課程
5年一貫制
（5人）

■改組後（平成23年4月から）

■現行

大学院
進学
222人

その他
31人

製造業
68人

サービス業
57人

就職を希望した
学部卒業生の93％以上が
年度内就職内定。

教育
マスコミ
金融保険
運輸通信
卸・小売業
公務員
建設業

1人
1人
2人
5人
5人
20人
23人

■進路・進学事情（平成21年度）

工学部
卒業生の
主な進路

■取得できる資格・免許

専門性・
研究能力

経営・
管理能力

問題解決
能力

チャレンジ
精神

■養成する人材像

工学的素養
使命感・工学倫理
リーダーシップ
創造性
応用力

コミュニケーション力
国際性

時
代
を
貫
く

基
礎
力
を
養
成
。

全
工
学
を
見
渡
す
視
野
と

大
局
観
を
養
い
ま
す
。

◎高等学校教諭一種免許状［工業・情報・理科・数学］　
　　　　　　　　　　　　　　　  （工業・理科・数学については、認定申請中）

◎修習技術者… 国家資格である技術士の第一試験合格者及びそれと同等と
 認められる人に与えられる資格。実務経験を積めば、二次試験に
 挑戦でき、合格すると技術士の資格を得ることができます。
◎衛生工学衛生管理者… 衛生管理者のうち、衛生工学衛生管理者の資格が取得
  できます。労働安全衛生法において定められている労働
  条件、労働環境にもとづき、事業場の衛生全般の管理
  をする人のための資格です。
◎その他

コースによって、多様な資格や免許の取得が可能です

■充実する工学教育

他コースの専門基礎科目を選択科目として履修可能
更に主体的な学習の幅を広げる自由科目群を豊富に用意

1年次
全学教育
工学基礎科目（増強、コース横断化）

専門基礎科目
英語実践教育科目群
工学実践教育科目群

高度専門科目
修士論文研究卒業研究

先取り履修

2年次
学　部 博士前期課程

3年次 4年次 1年次 2年次

一部の科目

コース独自の特化専門科目群

　

な
お
、大
学
院
に
新
設
さ
れ
る
５
年
一
貫
性
の
博
士
課

程「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻
」は
、グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
と
有
効
利
用
に
特
化
し
た
分
野
で
、

世
界
的
研
究
拠
点
を
目
指
す
と
同
時
に
、国
際
的
に
貢

献
す
る
研
究
者
を
育
て
ま
す
。

※
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
が

　

あ
り
ま
す
。 

教育担当
副学部長松田 浩 教授

Matsuda Hiroshi

教育は、
こう変わります！

入試は、
こう変わります！

入試担当
副学部長 相樂 隆正 教授

Sagara Takamasa

工学部（380人）

工
学
科

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
80
）

電
気
電
子
工
学
科（
80
）

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
50
）

構
造
工
学
科（
40
）

社
会
開
発
工
学
科（
50
）

材
料
工
学
科（
50
）

応
用
化
学
科（
50
）

各
学
科
共
通[
編
入
学]

（
10
）

環
境
科
学
科

※

（  ）
内
の
員
数
は
、平
成
23
年
度
入
学
定
員
で
す
。

工学部及び工学研究科分のみ記載

総
合
工
学
専
攻

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

　
「
工
学
」は
、い
ま
地
球
規
模
の
環
境
・
資
源
・エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
直
面
し
、新
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、科
学
技
術
は
急
速
に

高
度
化
し
な
が
ら
、環
境
や
人
間
と
調
和
す
る
方
向
へ
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
工
学
部

は
、そ
う
し
た
変
化
に
即
応
で
き
る
実
力
を
持
ち
、も
の
づ

く
り
の
現
場
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、国
際
的
に
活
躍
で
き

る
人
を
養
成
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、工
学
部
の
組
織
は
こ
れ
ま
で
の
７
学
科

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

応
え
ら
れ
る
体
制
に
な
り
、

産
業
界
や
学
界
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
養
成
し
ま
す
。

制
か
ら
、１
学
科
６
コ
ー
ス
制
に
姿
を
変
え
ま
す
。こ
れ
は
、

社
会
や
産
業
の
状
況
に
応
じ
て
、速
や
か
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
の
改
組
に
連
動
し
て
、大
学
院
も
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。既
存
の「
生
産
科
学
研
究
科
」が
、「
工
学
研
究
科
」

と「
水
産・環
境
科
学
総
合
研
究
科
」の
２
つ
に
分
離
し
ま

す
。工
学
部
独
自
の
大
学
院
と
な
る「
工
学
研
究
科
」に

は
、５
年
一
貫
制
の
博
士
課
程
と
し
て「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

創
成
科
学
専
攻
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、各
分
野
の
枠
組
み
を
越
え

た
横
断
的
な
教
育
と
、実
践
的
な
教
育
が
充
実
し
、総
合

力
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、工
学
部
・工
学
研
究
科
の
教
員
が一
丸
と

な
っ
て
挑
む
、新
し
い
工
学
教
育
。こ
こ
か
ら
、世
界
を
感

動
さ
せ
る
技
術
者
や
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
き
ま
す
。

工学部は、
こう変わります！

工学部長清水 康博 教授
Shimizu Yasuhiro

新工学部受験情報一般入試の
出願期間迫る！

水産
学部
（110人）

水
産
学
科

※
１
…
転
コ
ー
ス
は
、入
試
成
績
で
は
な
く
、入
学
後
の
成
績
を
基
準
の
ひ
と
つ

　
　
　

に
用
い
て
選
考
し
認
定
。申
請
は
２
年
次
に
進
級
す
る
時
の
ほ
か
、上

　
　
　

位
学
年
で
も
可
能
。

4単位まで（入学後認定）4単位まで（入学後認定）

【前期日程】

センター入試（５教科７科目）の点数（７００満点）を加算。
国１００、社（１科目）５０、数（２科目）２００、外国語１５０、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰ、生Ⅰ、地Ⅰから２科目）

総合点
（１１００満点）

【後期日程】

センター入試（３教科５科目）の点数（６００満点）を加算。
数（２科目）２００、外国語２００、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰの２科目）

総合点
（700満点）

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は２６０人です。

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は50人です。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年２月２５日（金）
平成２３年３月 ７ 日（月）
２科目
数学２００点（数Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、A、B）。
理科２００点「物Ⅰ、Ⅱ」か「化Ⅰ、Ⅱ」を事前選択。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年３月１２日（土）
平成２３年３月２１日（月）
面接１００点（面接資料作成を含む）

02vol.3403 vol.34

新工学部宣言！



※
１

工学部
（410人）

環境
科学部
（150人）

一
般
入
試
は
一
括
で
。

学
び
た
い
気
持
に
応
え
、

希
望
コ
ー
ス
を
最
優
先
し
て

コ
ー
ス
決
定
し
ま
す
。

～平成２３年４月の入学をめざして！～

AO入試Ⅱにトライ中の受験者も、一般入試に出願可能です。

出願期間 ： 平成２３年１月２４日（月）～２月２日（水）

◎ 前期・後期日程とも、受け入れ上限の目安まで可能な限り第１希望を優先してコース決定。

　

改
組
に
よ
り
、入
試
で
は
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
２
つ
あ

り
ま
す
。ひ
と
つ
は
、一
般
入
試
が
、工
学
科
一
括
入
試
に
変
わ
っ

た
こ
と
で
す
。合
格
者
は
、総
得
点
の
高
い
順
に
決
ま
り
ま

す
。そ
の
後
、コ
ー
ス
を
出
願
時
の
希
望（
第
４
希
望
ま
で
）に

基
づ
い
て
決
定
し
、合
格
発
表
時
に
通
知
し
ま
す
。以
前
は
、

各
学
科
に
定
員
が
あ
り
ま
し
た
が
、コ
ー
ス
制
に
は
な
く
、希

望
の
多
い
コ
ー
ス
は
、受
入
上
限
の
目
安
ま
で
受
け
入
れ
る
人

数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、

学
び
た
い
コ
ー
ス
で
学
べ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。ま
た
、入
学
後
に
転
コ
ー
ス
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、A
O
入
試
に
、秋
に
行
わ
れ
る
既
存
の

「
Ⅰ
」に
加
え
、セ
ン
タ
ー
試
験
を
用
い
る「
Ⅱ
」が
導
入
さ
れ
た
こ

と
で
す
。A
O
入
試
Ⅱ
は
、数
学
と
理
科
が
得
意
な
人
に
特
化

す
る
も
の
で
、数
学
２
科
目
、理
科（
化
学
Ⅰ
、物
理
Ⅰ
）２
科
目

の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
な
ど
で
そ
の
実
力
を
判
断
し
ま
す
。

（
※
入
試
に
関
す
る
詳
細
は
工
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

受
験
を
乗
り
越
え
、晴
れ
て
大
学
に
入
学
し
た
ら
、自
ら
学
ぼ

う
と
す
る
熱
意
と
自
覚
を
強
く
持
っ
て
ほ
し
い
。迷
い
、格
闘
し

な
が
ら
も
、将
来
、自
分
が
何
も
の
に
な
る
の
か
を
考
え
、自
分
を

よ
り
よ
く
変
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。我
々
、教
職
員
も
学
生
一
人

ひ
と
り
を
よ
り
よ
い
未
来
へ
導
く
た
め
に
、最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

　
い
ま
、工
学
教
育
に
は
、専
門
化
、細
分
化
に
よ
る
効
率

性
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、総
合
化
と
い
う
視
野
に
立
っ

た
仕
組
み
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
組
に
よ
っ
て
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
社
会
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、こ
の
4
月
か
ら
、

コ
ー
ス
に
沿
っ
た
体
系
的
な
教
育
と
工
学
全
体
を
見
渡
し

た
教
育
の
２
つ
の
方
向
の
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
す
。新
し

く
な
っ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
合
的
教
養
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
。

●
工
学
基
礎（
数
学・物
理・化
学
な
ど
）の
徹
底
し
た

　

教
育
と
基
礎
実
験
の
導
入
。

●
深
く
、豊
富
な
専
門
知
識・応
用
力
の
養
成
。

●
工
学
実
践
科
目

　
（
P
B
L
科
目
：Problem

/Project Based Learning

）

　

で
、本
物
の
実
践
力
や
課
題
探
求
能
力
を
養
成
。

●
英
語
実
践
科
目
の
充
実
。

　

さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、学
部
卒

業
で
も
、工
学
技
術
者
と
し
て
社
会
で
活
躍
で
き
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、英
語
・工
学
実

践
科
目
は
、学
部（
学
士
課
程
）と
大
学
院
博
士
前
期
課

程
を
通
じ
た
一
貫
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施

し
、よ
り
高
度
な
技
術
者・研
究
者
を
養
成
し
ま
す
。　

工学研究科

生産科学研究科

博士後期課程（10人）

博士後期課程

博士前期課程

博士前期課程（200人）

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻

シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

電
気
情
報
工
学
コ
ー
ス

物
質
工
学
コ
ー
ス

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
創
成
コ
ー
ス

先
端
機
能
物
質
創
製
コ
ー
ス

博士課程
5年一貫制
（5人）

■改組後（平成23年4月から）

■現行

大学院
進学
222人

その他
31人

製造業
68人

サービス業
57人

就職を希望した
学部卒業生の93％以上が
年度内就職内定。

教育
マスコミ
金融保険
運輸通信
卸・小売業
公務員
建設業

1人
1人
2人
5人
5人
20人
23人

■進路・進学事情（平成21年度）

工学部
卒業生の
主な進路

■取得できる資格・免許

専門性・
研究能力

経営・
管理能力

問題解決
能力

チャレンジ
精神

■養成する人材像

工学的素養
使命感・工学倫理
リーダーシップ
創造性
応用力

コミュニケーション力
国際性

時
代
を
貫
く

基
礎
力
を
養
成
。

全
工
学
を
見
渡
す
視
野
と

大
局
観
を
養
い
ま
す
。

◎高等学校教諭一種免許状［工業・情報・理科・数学］　
　　　　　　　　　　　　　　　  （工業・理科・数学については、認定申請中）

◎修習技術者… 国家資格である技術士の第一試験合格者及びそれと同等と
 認められる人に与えられる資格。実務経験を積めば、二次試験に
 挑戦でき、合格すると技術士の資格を得ることができます。
◎衛生工学衛生管理者… 衛生管理者のうち、衛生工学衛生管理者の資格が取得
  できます。労働安全衛生法において定められている労働
  条件、労働環境にもとづき、事業場の衛生全般の管理
  をする人のための資格です。
◎その他

コースによって、多様な資格や免許の取得が可能です

■充実する工学教育

他コースの専門基礎科目を選択科目として履修可能
更に主体的な学習の幅を広げる自由科目群を豊富に用意

1年次
全学教育
工学基礎科目（増強、コース横断化）

専門基礎科目
英語実践教育科目群
工学実践教育科目群

高度専門科目
修士論文研究卒業研究

先取り履修

2年次
学　部 博士前期課程

3年次 4年次 1年次 2年次

一部の科目

コース独自の特化専門科目群

　

な
お
、大
学
院
に
新
設
さ
れ
る
５
年
一
貫
性
の
博
士
課

程「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
創
成
科
学
専
攻
」は
、グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
生
と
有
効
利
用
に
特
化
し
た
分
野
で
、

世
界
的
研
究
拠
点
を
目
指
す
と
同
時
に
、国
際
的
に
貢

献
す
る
研
究
者
を
育
て
ま
す
。

※
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
が

　

あ
り
ま
す
。 

教育担当
副学部長松田 浩 教授

Matsuda Hiroshi

教育は、
こう変わります！

入試は、
こう変わります！

入試担当
副学部長 相樂 隆正 教授

Sagara Takamasa

工学部（380人）

工
学
科

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
80
）

電
気
電
子
工
学
科（
80
）

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科（
50
）

構
造
工
学
科（
40
）

社
会
開
発
工
学
科（
50
）

材
料
工
学
科（
50
）

応
用
化
学
科（
50
）

各
学
科
共
通[

編
入
学]

（
10
）

環
境
科
学
科

※

（  ）
内
の
員
数
は
、平
成
23
年
度
入
学
定
員
で
す
。

工学部及び工学研究科分のみ記載

総
合
工
学
専
攻

機
械
工
学
コ
ー
ス

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

情
報
工
学
コ
ー
ス

構
造
工
学
コ
ー
ス

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
コ
ー
ス

化
学・物
質
工
学
コ
ー
ス

　
「
工
学
」は
、い
ま
地
球
規
模
の
環
境
・
資
源
・エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
直
面
し
、新
し
い
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、科
学
技
術
は
急
速
に

高
度
化
し
な
が
ら
、環
境
や
人
間
と
調
和
す
る
方
向
へ
と

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
工
学
部

は
、そ
う
し
た
変
化
に
即
応
で
き
る
実
力
を
持
ち
、も
の
づ

く
り
の
現
場
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、国
際
的
に
活
躍
で
き

る
人
を
養
成
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、工
学
部
の
組
織
は
こ
れ
ま
で
の
７
学
科

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

応
え
ら
れ
る
体
制
に
な
り
、

産
業
界
や
学
界
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
養
成
し
ま
す
。

制
か
ら
、１
学
科
６
コ
ー
ス
制
に
姿
を
変
え
ま
す
。こ
れ
は
、

社
会
や
産
業
の
状
況
に
応
じ
て
、速
や
か
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
の
改
組
に
連
動
し
て
、大
学
院
も
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。既
存
の「
生
産
科
学
研
究
科
」が
、「
工
学
研
究
科
」

と「
水
産・環
境
科
学
総
合
研
究
科
」の
２
つ
に
分
離
し
ま

す
。工
学
部
独
自
の
大
学
院
と
な
る「
工
学
研
究
科
」に

は
、５
年
一
貫
制
の
博
士
課
程
と
し
て「
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

創
成
科
学
専
攻
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、各
分
野
の
枠
組
み
を
越
え

た
横
断
的
な
教
育
と
、実
践
的
な
教
育
が
充
実
し
、総
合

力
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、工
学
部
・工
学
研
究
科
の
教
員
が一
丸
と

な
っ
て
挑
む
、新
し
い
工
学
教
育
。こ
こ
か
ら
、世
界
を
感

動
さ
せ
る
技
術
者
や
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
き
ま
す
。

工学部は、
こう変わります！

工学部長清水 康博 教授
Shimizu Yasuhiro

新工学部受験情報一般入試の
出願期間迫る！

水産
学部
（110人）

水
産
学
科

※
１
…
転
コ
ー
ス
は
、入
試
成
績
で
は
な
く
、入
学
後
の
成
績
を
基
準
の
ひ
と
つ

　
　
　

に
用
い
て
選
考
し
認
定
。申
請
は
２
年
次
に
進
級
す
る
時
の
ほ
か
、上

　
　
　

位
学
年
で
も
可
能
。

4単位まで（入学後認定）4単位まで（入学後認定）

【前期日程】

センター入試（５教科７科目）の点数（７００満点）を加算。
国１００、社（１科目）５０、数（２科目）２００、外国語１５０、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰ、生Ⅰ、地Ⅰから２科目）

総合点
（１１００満点）

【後期日程】

センター入試（３教科５科目）の点数（６００満点）を加算。
数（２科目）２００、外国語２００、
理科２００（＝物Ⅰ、化Ⅰの２科目）

総合点
（700満点）

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は２６０人です。

この上位から順に合格者決定。
ここでは希望コースは無関係。
工学科全体で募集人員は50人です。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年２月２５日（金）
平成２３年３月 ７ 日（月）
２科目
数学２００点（数Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、A、B）。
理科２００点「物Ⅰ、Ⅱ」か「化Ⅰ、Ⅱ」を事前選択。

試 験 日
合格発表
個別試験

平成２３年３月１２日（土）
平成２３年３月２１日（月）
面接１００点（面接資料作成を含む）

02vol.3403 vol.34

新工学部宣言！



　

本
事
業
は
、中
国
や
韓
国

か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
、将
来
、東
ア
ジ
ア
の
水
環

境
の
保
全
と
持
続
的
利
用

に
関
す
る
問
題
解
決
に
貢

献
で
き
る
、高
度
専
門
技
術

者
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

工
学
部
の
改
組
に
合
わ
せ

て
、工
学
研
究
科
の
博
士
前

期
課
程（
総
合
工
学
専
攻
）

に
新
設
さ
れ
る
特
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、文
部
科
学
省

が
創
設
し
た「
日
中
韓
等
の

大
学
間
交
流
を
通
じ
た
高

度
専
門
職
業
人
育
成
事
業
」

の一
環
で
、４７
大
学
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
事
業
企
画
の
中
か

ら
選
定
さ
れ
た
６
件
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
す
。選
定
の
理
由

は
、安
全
な
水
の
確
保
が
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
東

ア
ジ
ア
の
国
々
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
る
こ
と
や
、日
本
の

水
環
境
技
術
関
連
企
業
と

の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
実
践

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
国
や
韓
国
の
１０
大
学

と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
連
合
）

を
組
織
し
て
本
事
業
は
行

わ
れ
ま
す
が
、実
現
に
至
っ

た
背
景
に
は
、か
ね
て
よ
り
、

長
崎
大
学
が
東
ア
ジ
ア
の
多

く
の
大
学
と
学
術
交
流
協

定
を
結
び
、長
い
間
、交
流

を
重
ね
て
き
た
と
い
う
実
績

が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。

　

水
環
境
技
術
者
の
育
成

を
通
し
て
、今
後
、東
ア
ジ
ア

の
環
境
へ
の
貢
献
、そ
し
て
国

境
を
越
え
て
人
と
の
絆
が
結

ば
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

日中韓の大学間連携による 水環境技術者育成
～水環境の保全と持続的利用を支える技術の東アジアへの展開～

◎育成プログラム

◎実施体制

文部科学省・日中韓等の大学間交流を通じた高度専門職業人育成事業

大学院生産科学研究科長

Nakata Hideaki
中田 英昭 教授

中国

大韓民国

日本

上海

済州島

青島

福州

釜山

長崎

課程修了証学位（修士）

修了後：国内企業へ就職

日本語と英語による講義や演習

拠点
（長崎大学）

水環境の保全と持続的利用に貢献する
高度専門技術者育成コンソーシアム

《中国》
同済大学
福州大学
上海海洋大学
山東大学
山東科技大学

《韓国》
済州大学校
釜慶大学校
江原大学校
全南大学校
全北大学校

工
学
研
究
科
ほ
か

必
修

選
択

プログラム独自科目

実践型環境特別演習

環境・エネルギー・資源特論
環境分析化学特論　ほか

長期インターンシップ（3ヶ月）

水環境保全
プログラム

水処理・水利用
プログラム

連携キャンパス

ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

三菱総合研究所理事長
前東京大学総長

小宮山 宏
Komiyama Hiroshi

〈プロフィール〉
1944年東京生まれ。1972年東京大学大学院工学
系研究科博士課程修了。1988年東京大学工学部
教授、東京大学大学院工学系研究科の教授、工学
部長、東京大学理事及び副学長などを歴任し、２００５
年東京大学総長。2009年東京大学総長顧問、三菱
総合研究所理事長。専門は、化学システム工学、機
能性材料工学、地球環境工学、知識の構造化など。

基
調
講
演
テ
ー
マ

「
課
題
先
進
国
」

　
　

日
本
と
工
学

シ ン ポ ジ ウ ム

工学の明日を考える  ～長崎大学の新たな挑戦～

！

新しい工学部と工学研究科のスタートに先駆けて、平成22年１０月２５日に開催された本シンポジウム。
講演では、前東京大学総長の小宮山宏氏と、技術者・企業人として豊富な経験を持つ相馬和夫氏に工学の将来と、
大学における工学教育・研究のめざすべき方向などについて、熱く語っていただきました。
ここに、講演の内容を一部ご紹介します。

蒸
発

降
水

表層水

海

地下水

水
蒸
気
の

凝
縮（
雲
）

主要協定校所在地

レ
ア
ア
ー
ス

水環境コンサルタント関連
企業、水処理関連企業お
よび長崎大学との包括協
定締結企業など

連携

東
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
、水
環
境
の

技
術
者
に
養
成
す
る
新
事
業
で
す
。

　

雨
が
降
り
、森
か
ら
川
へ
、

そ
し
て
海
へ
と
水
は
流
れ
、蒸

発
し
て
雲
に
な
り
、ま
た
雨
と

な
っ
て
地
上
に
降
り
注
ぐ
。そ

ん
な
水
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

安
全
で
質
の
い
い
水
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、水
の
通
り
道

全
体
を
保
全
す
る
と
い
う
こ

と
と
、汚
く
な
っ
た
水
を
ど
う

や
っ
て
処
理
し
て
、再
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
２
つ

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。本
事
業
で
は「
水
環
境
保
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」お
よ
び「
水
処
理
・

水
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
柱

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応

す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

日
本
は
高
度
成
長
期
に
、川

や
海
の
汚
染
な
ど
の
公
害
問

題
を
経
験
し
ま
し
た
。そ
の
と

き
、問
題
解
決
の
た
め
に
培
っ

た
知
識
や
高
度
な
技
術
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
東
ア
ジ
ア
の

各
地
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
、そ
れ
ら
の
地
域
の
持
続
可

能
な
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
同
時
に
、ひ
い
て
は
地
球

全
体
の
環
境
保
全
に
も
寄
与

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
が
、本
事
業
の
大
き
な
成

果
の
ひ
と
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工学部

Tada Akihide
夛田 彰秀 教授 日

本
の
高
度
な
水
環
境
技
術
が
、

地
球
の
環
境
保
全
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

《実施体制および育成プログラム》

●長崎大学（工学研究科ほか）を拠点に、中国と韓国の１０校が参加するコン
ソーシアムを構築。学生は、現地での特別入試で毎年１０人選抜。
●教育は、「水環境保全プログラム」および「水処理・水利用プログラム」を設
け、国内企業と連携して水環境技術者を育成。
●３カ月以上の長期インターンシップ（必修科目）を通じて、企業などで即戦力
として活躍できる人材を育成。

本プロジェクトの特徴
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新工学部宣言！



　

本
事
業
は
、中
国
や
韓
国

か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
、将
来
、東
ア
ジ
ア
の
水
環

境
の
保
全
と
持
続
的
利
用

に
関
す
る
問
題
解
決
に
貢

献
で
き
る
、高
度
専
門
技
術

者
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。

工
学
部
の
改
組
に
合
わ
せ

て
、工
学
研
究
科
の
博
士
前

期
課
程（
総
合
工
学
専
攻
）

に
新
設
さ
れ
る
特
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
実
施
し
ま
す
。

　

本
事
業
は
、文
部
科
学
省

が
創
設
し
た「
日
中
韓
等
の

大
学
間
交
流
を
通
じ
た
高

度
専
門
職
業
人
育
成
事
業
」

の一
環
で
、４７
大
学
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
事
業
企
画
の
中
か

ら
選
定
さ
れ
た
６
件
の
う
ち

の
ひ
と
つ
で
す
。選
定
の
理
由

は
、安
全
な
水
の
確
保
が
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
東

ア
ジ
ア
の
国
々
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
る
こ
と
や
、日
本
の

水
環
境
技
術
関
連
企
業
と

の
緊
密
な
連
携
に
よ
る
実
践

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
国
や
韓
国
の
１０
大
学

と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
連
合
）

を
組
織
し
て
本
事
業
は
行

わ
れ
ま
す
が
、実
現
に
至
っ

た
背
景
に
は
、か
ね
て
よ
り
、

長
崎
大
学
が
東
ア
ジ
ア
の
多

く
の
大
学
と
学
術
交
流
協

定
を
結
び
、長
い
間
、交
流

を
重
ね
て
き
た
と
い
う
実
績

が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。

　

水
環
境
技
術
者
の
育
成

を
通
し
て
、今
後
、東
ア
ジ
ア

の
環
境
へ
の
貢
献
、そ
し
て
国

境
を
越
え
て
人
と
の
絆
が
結

ば
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

日中韓の大学間連携による 水環境技術者育成
～水環境の保全と持続的利用を支える技術の東アジアへの展開～

◎育成プログラム

◎実施体制

文部科学省・日中韓等の大学間交流を通じた高度専門職業人育成事業

大学院生産科学研究科長

Nakata Hideaki
中田 英昭 教授

中国

大韓民国

日本

上海

済州島

青島

福州

釜山

長崎

課程修了証学位（修士）

修了後：国内企業へ就職

日本語と英語による講義や演習

拠点
（長崎大学）

水環境の保全と持続的利用に貢献する
高度専門技術者育成コンソーシアム

《中国》
同済大学
福州大学
上海海洋大学
山東大学
山東科技大学

《韓国》
済州大学校
釜慶大学校
江原大学校
全南大学校
全北大学校

工
学
研
究
科
ほ
か

必
修

選
択

プログラム独自科目

実践型環境特別演習

環境・エネルギー・資源特論
環境分析化学特論　ほか

長期インターンシップ（3ヶ月）

水環境保全
プログラム

水処理・水利用
プログラム

連携キャンパス

ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

三菱総合研究所理事長
前東京大学総長

小宮山 宏
Komiyama Hiroshi

〈プロフィール〉
1944年東京生まれ。1972年東京大学大学院工学
系研究科博士課程修了。1988年東京大学工学部
教授、東京大学大学院工学系研究科の教授、工学
部長、東京大学理事及び副学長などを歴任し、２００５
年東京大学総長。2009年東京大学総長顧問、三菱
総合研究所理事長。専門は、化学システム工学、機
能性材料工学、地球環境工学、知識の構造化など。

基
調
講
演
テ
ー
マ

「
課
題
先
進
国
」

　
　

日
本
と
工
学

シ ン ポ ジ ウ ム

工学の明日を考える  ～長崎大学の新たな挑戦～

！

新しい工学部と工学研究科のスタートに先駆けて、平成22年１０月２５日に開催された本シンポジウム。
講演では、前東京大学総長の小宮山宏氏と、技術者・企業人として豊富な経験を持つ相馬和夫氏に工学の将来と、
大学における工学教育・研究のめざすべき方向などについて、熱く語っていただきました。
ここに、講演の内容を一部ご紹介します。

蒸
発

降
水

表層水

海

地下水

水
蒸
気
の

凝
縮（
雲
）

主要協定校所在地

レ
ア
ア
ー
ス

水環境コンサルタント関連
企業、水処理関連企業お
よび長崎大学との包括協
定締結企業など

連携

東
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
、水
環
境
の

技
術
者
に
養
成
す
る
新
事
業
で
す
。

　

雨
が
降
り
、森
か
ら
川
へ
、

そ
し
て
海
へ
と
水
は
流
れ
、蒸

発
し
て
雲
に
な
り
、ま
た
雨
と

な
っ
て
地
上
に
降
り
注
ぐ
。そ

ん
な
水
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、

安
全
で
質
の
い
い
水
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、水
の
通
り
道

全
体
を
保
全
す
る
と
い
う
こ

と
と
、汚
く
な
っ
た
水
を
ど
う

や
っ
て
処
理
し
て
、再
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
２
つ

の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。本
事
業
で
は「
水
環
境
保
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
」お
よ
び「
水
処
理
・

水
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い
う
柱

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
応

す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

日
本
は
高
度
成
長
期
に
、川

や
海
の
汚
染
な
ど
の
公
害
問

題
を
経
験
し
ま
し
た
。そ
の
と

き
、問
題
解
決
の
た
め
に
培
っ

た
知
識
や
高
度
な
技
術
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
東
ア
ジ
ア
の

各
地
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
、そ
れ
ら
の
地
域
の
持
続
可

能
な
発
展
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
同
時
に
、ひ
い
て
は
地
球

全
体
の
環
境
保
全
に
も
寄
与

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
が
、本
事
業
の
大
き
な
成

果
の
ひ
と
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工学部

Tada Akihide
夛田 彰秀 教授 日

本
の
高
度
な
水
環
境
技
術
が
、

地
球
の
環
境
保
全
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

《実施体制および育成プログラム》

●長崎大学（工学研究科ほか）を拠点に、中国と韓国の１０校が参加するコン
ソーシアムを構築。学生は、現地での特別入試で毎年１０人選抜。
●教育は、「水環境保全プログラム」および「水処理・水利用プログラム」を設
け、国内企業と連携して水環境技術者を育成。
●３カ月以上の長期インターンシップ（必修科目）を通じて、企業などで即戦力
として活躍できる人材を育成。

本プロジェクトの特徴
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新工学部宣言！



ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
資
源
に
乏
し
い
日
本
の
戦
略

　

環
境
問
題
、格
差
社
会
、人
口
問
題
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
が
あ
る
中
、日
本
が
国
力

を
維
持
し
、向
上
す
る
た
め
に
は
、外
貨
を
稼
い

で
、資
源
を
世
界
に
求
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
原
材
料（
鉱
物
資
源
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
、食

料
。小
宮
山
先
生
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
そ
れ

ら
の
自
給
率
７０
％
を
目
標
に
し
た
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、達
成
で
き
る
か
ど
う
か
は
、何
と
も

い
え
ま
せ
ん
。

　

資
源
が
乏
し
い
日
本
の
戦
略
は
何
か
と
い

う
と
、「
科
学
技
術
を
伸
ば
し
て
産
業
を
育

成
し
、他
の
国
に
勝
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、技

術
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
で
生
活
の
質
を

確
保
し
て
い
く
」と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
。

　

い
ま
、日
本
人
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
の

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、世
界
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
と
原
材
料
を
買
っ
て
い
ま

す
。現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
わ
ず
か

４
％（
３０
兆
円
）、食
料
は
４０
％（
６
兆
円
）、

原
材
料
の
自
給
率
は
分
り
ま
せ
ん
が
６
兆
円

を
使
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
お
金
は
、製
品
・

技
術
を
世
界
中
に
売
る
こ
と
で
得
て
い
る
わ

け
で
す
。も
ち
ろ
ん
、観
光
や
文
化
の
輸
出

も
あ
り
ま
す
が
、圧
倒
的
に
稼
い
で
い
る
の
は

製
品
・
技
術
で
、そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
科

学
技
術
で
す
。そ
れ
は
、こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。中
国
が
急
速
に
出
て
き

て
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、我
々

の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
取
ら
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

■
技
術
者
に
要
求
さ
れ
る
こ
と

　

我
々
の
機
械
類
の
製
品
設
計
・
製
造
の
場

合
、広
範
囲
な
技
術
が
必
要
で
す
。熱
、流

体
、加
工
、電
気
、材
料
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
製
品
に

し
、お
客
様
に
提
供
し
て
そ
の
対
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。そ
れ
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
で

き
ま
せ
ん
。世
界
に
は
た
く
さ
ん
の
ラ
イ
バ
ル

が
い
て
熾
烈
な
競
争
で
す
。価
格
も
品
質
も

ス
ピ
ー
ド
も
、負
け
た
ら
市
場
か
ら
追
い
落
と

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、い
ろ
い
ろ
な
技
術
の
隙
間
に
は
、ト

ラ
ブ
ル
の
目
が
た
く
さ
ん
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。従
っ
て
他
の
分
野
の
技
術
者
と
連
携
し
、

チ
ー
ム
で
す
ば
や
く
隙
間
の
な
い
よ
う
な
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
上
げ
る
の
が
大
事
な

こ
と
で
、そ
う
い
う
能
力
が
技
術
者
に
要
求
さ

れ
ま
す
。

■
企
業
内
教
育
で

　

人
材
の
力
不
足
を
補
う

　

技
術
系
の
人
々
の
予
備
軍
と
し
て
、大
学

か
ら
人
材
の
供
給
を
受
け
る
わ
け
で
す
が
、専

門
知
識
、基
礎
学
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
語
学
力
、意
欲
、協
調
性
・
社
交
性
な
ど
、

全
般
的
に
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
教
育
に
よ
る
人
材
の
養
成
に
は
、実

務
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
を

企
業
内
に
お
け
る
技
術
力
や
人
間
力
を
強
化

す
る
教
育
で
補
完
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。し
か
し
、そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、技
術
者
の
レ
ベ
ル
を
も
っ
と
上
げ
な

い
と
世
界
の
競
争
に
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。

我
々
が
置
か
れ
て
い
る
時
間
軸
は
非
常
に
速

く
て
、新
入
社
員
に
基
礎
学
力
か
ら
教
育
し

て
い
く
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
、大
学
工

学
部
の
使
命
は
、「
健
全
で
豊
か
な
社
会
を
支

え
る
産
業
基
盤
で
あ
る
製
造
業
を
担
う
人

材
の
育
成
」と
い
う
基
本
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
大
学
に
望
む
も
の

　

細
分
化
さ
れ
た
専
門
教
育
よ
り
、基
礎
学
力

と
知
識
を
き
ち
ん
と
身
に
付
け
さ
せ
る
。そ
し

て
、理
論
的
な
話
と
、実
験
・
演
習
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、何
の
た
め
に
学
び
、そ
れ
が
ど
う

実
益
に
結
び
つ
く
か
を
繰
り
返
し
体
感
さ
せ
る

よ
う
な
教
育
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
対
し
て
オ
ー
プ

ン
に
な
り
、小
・
中
・
高
校
へ
出
向
き
、科
学
の
楽

し
さ
、重
要
性
を
教
え
る
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
企
業
活
動
の
実
態
を
教
育
や
人
材

育
成
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
、先
生
方
の
真
剣
さ
、

本
気
度
で
す
。学
生
は
常
に
見
て
い
ま
す
。そ

う
い
う
意
味
で
今
回
の
長
崎
大
学
工
学
部
の

組
織
改
革
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）
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ま
ず
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
る
。

C
O2 

問
題
は
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
我
慢

す
る
の
で
は
な
く
享
受
す
る
。た
だ
し
、そ
れ
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
３
分
の
１
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。２
つ
目
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
２
倍
」。こ
れ
は
厳
密
に
い
う
と
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
、非
化
石
系
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
ま
の
２
倍

に
す
る
と
い
う
こ
と
。３
つ
目
は
、「
物
質
循
環

シ
ス
テ
ム
」を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
は
将

来
、人
工
物
が
飽
和
に
向
か
う
の
で
す
か
ら
、鉱

物
資
源
の
き
ち
ん
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
人
口
は
９０
億
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、自
動
車
は
い
ま
の

４
倍
走
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
と
き
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
危
惧
す
る
人
も
い
ま
す

が
、燃
費
が
５
分
の
１
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
。技

術
力
で
自
動
車
の
効
率
を
上
げ
て
い
く
の
で

す
。た
と
え
ば
、日
本
は
１
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
つ

く
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
１
９
６
０
年
か

ら
３０
年
か
け
て
約
半
分
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
技
術
の
力
で
す
。

　

２
０
５
０
年
、世
界
の
国
々
の
あ
ら
か
た
は
先

進
国
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
と
き
、１
９
９
０

年
の
３
倍
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、い
ま
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
提
供
し
た

ら
人
類
は
破
綻
し
ま
す
。し
か
し
、技
術
力
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
３
倍
」に
す
れ
ば
、１
９

９
０
年
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

2
0
5
0
年
以
降
は
大
丈
夫
で
す
。太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
人
類
が
い
ま
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
の
１
万
倍
は
降
り
注
い
で
い
ま
す
。こ
れ
を
使
い

や
す
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
ら
れ
れ
ば
、い
ま
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。『
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』で
い
ち
ば
ん
重
要
な
の
は
、そ

の
先
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
２
０
５
０
年
を
い
い
形
で
迎
え
る

こ
と
が
、人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
な
話
な
の
で
す
。

■
資
源
の
輸
入
国
か
ら
脱
す
る

　

日
本
の
物
質
的
な
自
給
率
は
い
ま
４０
％

く
ら
い
で
す
が
、そ
れ
を
７０
％
に
し
よ
う
と
い
う

提
案
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
小
学
生
の

頃
、日
本
は
資
源
が
な
い
国
だ
か
ら
、そ
れ
を

輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

輸
出
を
し
て
お
金
を
稼
が
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と

習
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
モ
デ
ル
で
２
０

５
０
年
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、輸

入
す
る
資
源
の
価
格
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

ら
。で
す
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、資
源
、食
料
の
自

給
率
７０
％
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

今
後
、世
界
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
不
足
気

味
に
な
り
、天
燃
資
源
は
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ

か
ら
し
か
掘
れ
な
く
な
り
、食
料
も
不
足
し
て

く
る
と
い
う
の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
他
の
国
が
真
似
を
し
た
く
な

る
よ
う
な
新
し
い
モ
デ
ル
国
家
を
め
ざ
す
の

で
す
。

■
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
へ

　

大
学
に
対
し
て
い
く
つ
か
申
し
上
げ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
開
か
れ
た
方

が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。社
会
で
い
ろ
い
ろ
実

験
を
し
な
が
ら
、社
会
の
た
め
に
な
る
も
の
を

開
発
し
て
い
く
と
い
う
の
が
、こ
れ
か
ら
大
学
自

身
が
よ
り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、い
ち
ば

ん
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

決
し
て
学
問
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
反
対
で
、ま
ず
、具
体

的
な
こ
と
が
起
き
て
、学
問
が
抽
象
化
さ
れ
て

で
き
て
い
く
の
で
す
。工
学
は
も
ち
ろ
ん
、医

学
、薬
学
、農
学
、経
済
学
、法
学
な
ど
大
学

を
構
成
し
て
い
る
学
部
の
ほ
と
ん
ど
が
実
学
で

す
。社
会
と
離
れ
た
実
学
な
ん
て
あ
り
得
ま
せ

ん
。で
す
か
ら
、社
会
が
変
わ
れ
ば
、そ
れ
に
応

じ
て
変
わ
る
と
い
う
の
が
大
学
の
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
社
会
人
用
の
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
誰
が
生
徒
か
？
先
生
か
？
」と
い
う
こ
と
で

「
め
だ
か
の
学
校
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で

は
、た
と
え
ば
金
融
に
関
す
る
こ
と
だ
と
、教

え
る
側
も
も
ち
ろ
ん
専
門
の
先
生
で
は
あ
る

け
れ
ど
、社
会
人
の
中
に
は
金
融
の
現
場
で
商

売
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、そ
の
人
の
方
が
よ

く
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
互
い
の
切
磋
琢
磨
で
そ
れ
ぞ
れ
が
伸
び
て
い

く
の
で
す
。専
門
能
力
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す

が
、そ
れ
だ
け
に
な
っ
た
ら
駄
目
で
、頭
の
中
を

広
く
構
造
化
し
、広
い
視
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
持

つ
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
と
高
齢
化
社
会

　

大
学
に
対
し
て
、も
う
ひ
と
つ
。「
人
生
は

１
０
０
年
時
代
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
明
確
に

意
識
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
れ
を
前
提

に
社
会
を
つ
く
る
。そ
の
た
め
に
は
人
間
が
成

長
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。６０
才
で
退
職

し
て
、あ
と
は
悠
々
自
適
な
ん
て
面
白
く
あ
り

ま
せ
ん
。場
合
に
よ
っ
て
は
５０
才
で
、も
う
１
回

大
学
に
来
て
勉
強
を
し
て
、新
し
い
キ
ャ
リ
ア

を
つ
く
っ
た
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。７０
才
に
な

る
人
が
週
２
回
小
学
校
の
教
壇
に
立
っ
て
も
い

い
。そ
う
い
う
イ
キ
イ
キ
と
し
た
高
齢
化
社
会

を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
役
割
と
し
て
最
後
に
行
き
着
く
の

は
、や
は
り
人
材
づ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
学
は
人
が
育
つ
中
核
の
場
に
な
る
。そ
れ
は
、

大
学
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、他
分
野
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、国
家
モ
デ

ル
の
転
換
が
必
要
で
、結
果
的
に
は
新
し
い
産

業
を
興
す
モ
デ
ル
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。具
体
的
に
は「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業
」、

「
シ
ル
バ
ー
成
長
産
業
」な
ど
を
興
し
、エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、高
齢
者
に
も
雇
用

が
あ
り
、人
が
ず
っ
と
成
長
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、私
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。先
進
国
は
地
域
の
個
性
が
多
様
で
す
か

ら
、個
性
を
活
か
し
つ
つ
、共
通
す
る
と
こ
ろ
で

は
連
携
を
と
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
、都
市

間
や
大
学
間
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。い
ま
、元
気
の
い
い
自

治
体
と
一
緒
に
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ

で
す
。（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

■
資
源
に
乏
し
い
日
本
の
戦
略

　

環
境
問
題
、格
差
社
会
、人
口
問
題
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
が
あ
る
中
、日
本
が
国
力

を
維
持
し
、向
上
す
る
た
め
に
は
、外
貨
を
稼
い

で
、資
源
を
世
界
に
求
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
原
材
料（
鉱
物
資
源
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
、食

料
。小
宮
山
先
生
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
そ
れ

ら
の
自
給
率
７０
％
を
目
標
に
し
た
い
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、達
成
で
き
る
か
ど
う
か
は
、何
と
も

い
え
ま
せ
ん
。

　

資
源
が
乏
し
い
日
本
の
戦
略
は
何
か
と
い

う
と
、「
科
学
技
術
を
伸
ば
し
て
産
業
を
育

成
し
、他
の
国
に
勝
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、技

術
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
で
生
活
の
質
を

確
保
し
て
い
く
」と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

■
人
工
物
は
飽
和
す
る

　

工
学
と
い
う
の
は
、社
会
を
つ
く
る
た
め
の

学
問
で
す
か
ら
、社
会
状
況
が
変
わ
れ
ば
、当

然
、工
学
も
変
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
新
し
く
変
わ
る
長
崎
大
学
工
学
部

に
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２１
世
紀
の
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
る
と
き
、工

学
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
基
本
的
で
重
要
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、「
人
工
物
は
飽
和
す
る
」と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
動
車
の
例
で
い
う

と
、先
進
国
で
は
２
人
に
１
台
く
ら
い
持
っ
て
い

る
。こ
れ
は
飽
和
の
状
態
。一
方
、中
国
、イ
ン
ド

で
は
１
０
０
人
に
２
台
し
か
持
っ
て
い
な
い
。日

本
は
人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
人
に
対
し
て
自

動
車
の
保
有
台
数
は
約
６
０
０
０
万
台
で
す
。

も
う
飽
和
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。今
後
は
廃
車
し
た
分
だ

け
増
や
せ
ば
い
い
。極
端
な
話
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、う
ま
く
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
車
を

新
車
に
循
環
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
代
表
的
な
人
工
物
は「
家
」で
す
。

日
本
は
い
ま
５
８
０
０
万
件
の
家
が
あ
り
ま
す
。世

帯
数
は
５
０
０
０
万
世
帯
で
す
か
ら
、８
０
０
万

件
は
空
き
家
で
、ほ
と
ん
ど
飽
和
し
て
い
ま
す
。

　

先
進
国
は
こ
う
し
た
人
工
物
に
対
し
て
、本

質
的
に
生
産
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
う
。そ
れ
が

今
日
に
お
け
る
国
内
の
需
要
不
足
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、人
工
物
が
飽
和
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
の
は
、マ
イ
ナ
ス
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、現
在
、日
本
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
希
土
類
や
、鉄
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど

の
金
属
、あ
る
い
は
白
金
属
も
、今
後
、リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
て
い
け
ば
、資

源
を
買
わ
な
く
て
も
い
い
国
に
な
る
の
で
す
。そ

れ
は
、そ
う
遠
く
な
い
話
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
２
種
類
の
需
要

　

需
要
に
つ
い
て
は
、２
つ
に
分
け
て
考
え
る
の

が
合
理
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
は
新

興
国
が
人
工
物
の
飽
和
に
向
か
う
よ
う
な「
普

及
型
需
要
」。い
ま
日
本
は
、新
興
国
に
対
し

て
、家
・
車
・
テ
レ
ビ
・
新
幹
線
な
ど
を
売
っ
て
い

こ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
一方
で
、少
子
高
齢
化
や
雇
用
の
確
保
の
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。課
題
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
本
質
的
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の

需
要
を
掘
り
起
こ
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。そ

れ
が
、も
う
ひ
と
つ
の「
創
造
型
需
要
」に
つ
な
が
り

ま
す
。こ
れ
は
、い
ま「
グ
リ
ー
ン
成
長
産
業（
高
効
率

給
湯
器
、L
E
D
照
明
、太
陽
電
池
な
ど
）」や
高

齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
製
品
を
つ
く
っ
て
イ
キ
イ

キ
と
し
た
社
会
に
し
て
い
こ
う
と
す
る「
シ
ル
バ
ー
成

長
産
業
」と
し
て
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
、こ
の
２
つ
の
需
要
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、

「
も
の
づ
く
り
力
」と「
文
化
力
」を
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　　
　

　

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
、さ
ら
に
地
球
温

暖
化
問
題
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、た

い
へ
ん
複
雑
な
問
題
で
す
。解
決
に
導
く
た
め
に

は
、工
学
の
細
分
化
さ
れ
た
知
識
を
総
合
化
し

て
行
く
こ
と
が
絶
対
不
可
欠
で
す
。難
し
い
け

れ
ど
、こ
こ
に
工
学
の
力
を
発
揮
す
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
わ
け
で
す
。

■
技
術
力
で
可
能
に
す
る

　
『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』

　

地
球
温
暖
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、物
質
に
関
し
て

あ
る
程
度
、共
通
の
考
え
を
持
と
う
、と
い
う
こ

と
で
、『
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
』と
い
う
も
の
を
つ
く

り
ま
し
た
。こ
れ
に
は
、３
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
す
。

　

い
ま
、日
本
人
が
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
の

は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、世
界
か
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
と
原
材
料
を
買
っ
て
い
ま

す
。現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
は
わ
ず
か

４
％（
３０
兆
円
）、食
料
は
４０
％（
６
兆
円
）、

原
材
料
の
自
給
率
は
分
り
ま
せ
ん
が
６
兆
円

を
使
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
お
金
は
、製
品
・

技
術
を
世
界
中
に
売
る
こ
と
で
得
て
い
る
わ

け
で
す
。も
ち
ろ
ん
、観
光
や
文
化
の
輸
出

も
あ
り
ま
す
が
、圧
倒
的
に
稼
い
で
い
る
の
は

製
品
・
技
術
で
、そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
科

学
技
術
で
す
。そ
れ
は
、こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。中
国
が
急
速
に
出
て
き

て
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、我
々

の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
取
ら
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

■
技
術
者
に
要
求
さ
れ
る
こ
と

　

我
々
の
機
械
類
の
製
品
設
計
・
製
造
の
場

合
、広
範
囲
な
技
術
が
必
要
で
す
。熱
、流

体
、加
工
、電
気
、材
料
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
製
品
に

し
、お
客
様
に
提
供
し
て
そ
の
対
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。そ
れ
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
で

き
ま
せ
ん
。世
界
に
は
た
く
さ
ん
の
ラ
イ
バ
ル

が
い
て
熾
烈
な
競
争
で
す
。価
格
も
品
質
も

ス
ピ
ー
ド
も
、負
け
た
ら
市
場
か
ら
追
い
落
と

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、い
ろ
い
ろ
な
技
術
の
隙
間
に
は
、ト

ラ
ブ
ル
の
目
が
た
く
さ
ん
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。従
っ
て
他
の
分
野
の
技
術
者
と
連
携
し
、

チ
ー
ム
で
す
ば
や
く
隙
間
の
な
い
よ
う
な
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
上
げ
る
の
が
大
事
な

こ
と
で
、そ
う
い
う
能
力
が
技
術
者
に
要
求
さ

れ
ま
す
。

■
企
業
内
教
育
で

　

人
材
の
力
不
足
を
補
う

　

技
術
系
の
人
々
の
予
備
軍
と
し
て
、大
学

か
ら
人
材
の
供
給
を
受
け
る
わ
け
で
す
が
、専

門
知
識
、基
礎
学
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
語
学
力
、意
欲
、協
調
性
・
社
交
性
な
ど
、

全
般
的
に
力
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
教
育
に
よ
る
人
材
の
養
成
に
は
、実

務
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
を

企
業
内
に
お
け
る
技
術
力
や
人
間
力
を
強
化

す
る
教
育
で
補
完
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。し
か
し
、そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、技
術
者
の
レ
ベ
ル
を
も
っ
と
上
げ
な

い
と
世
界
の
競
争
に
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。

我
々
が
置
か
れ
て
い
る
時
間
軸
は
非
常
に
速

く
て
、新
入
社
員
に
基
礎
学
力
か
ら
教
育
し

て
い
く
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。従
っ
て
、大
学
工

学
部
の
使
命
は
、「
健
全
で
豊
か
な
社
会
を
支

え
る
産
業
基
盤
で
あ
る
製
造
業
を
担
う
人

材
の
育
成
」と
い
う
基
本
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
大
学
に
望
む
も
の

　

細
分
化
さ
れ
た
専
門
教
育
よ
り
、基
礎
学
力

と
知
識
を
き
ち
ん
と
身
に
付
け
さ
せ
る
。そ
し

て
、理
論
的
な
話
と
、実
験
・
演
習
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、何
の
た
め
に
学
び
、そ
れ
が
ど
う

実
益
に
結
び
つ
く
か
を
繰
り
返
し
体
感
さ
せ
る

よ
う
な
教
育
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、大
学
は
も
っ
と
社
会
に
対
し
て
オ
ー
プ

ン
に
な
り
、小
・
中
・
高
校
へ
出
向
き
、科
学
の
楽

し
さ
、重
要
性
を
教
え
る
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
企
業
活
動
の
実
態
を
教
育
や
人
材

育
成
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

何
よ
り
大
切
な
の
は
、先
生
方
の
真
剣
さ
、

本
気
度
で
す
。学
生
は
常
に
見
て
い
ま
す
。そ

う
い
う
意
味
で
今
回
の
長
崎
大
学
工
学
部
の

組
織
改
革
に
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
※
講
演
内
容
よ
り
抜
粋
）

三菱重工業執行役員
長崎造船所長

相馬 和夫
Souma Kazuo

〈プロフィール〉
１９７７年京都大学大学院機械工学専門課程修了
後、三菱重工業（株）入社。長崎造船所の勤労部、
火力プラント部、第一工作部を経て、２００７年高砂
製作所副所長、２００８年長崎造船所長、２０１０年
長崎造船所執行役員・所長。

工
学
の
力
を
発
揮
し
て
、

課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
。

基
礎
的
な
学
力
と
知
識
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

特
別
講
演
テ
ー
マ

も
の
づ
く
り
企
業
が
求
め
る

技
術
者
像
と

三
菱
重
工
業
に
お
け
る

技
術
者
育
成
の
取
り
組
み
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多
種
多
様
な
生
物
を
育
む
地
理
的
環
境

　

日
本
列
島
の
最
西
端
に
位
置
す
る
長
崎
県
。そ
の
面
積
は
四
一
〇
八

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、四
七
都
道
府
県
の
中
で
三
七
番
目
と
狭

く
、海
抜
も
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
す
高
い
山
も
な
い
た
め
、一
見

す
る
と
生
物
の
種
類
が
少
な
い
県
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。し
か
し
、

調
べ
始
め
る
と
生
物
相
の
豊
富
な
、生
物
地
理
学
的
に
も
生
態
学

的
に
も
大
変
興
味
深
い
県
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。そ

の
理
由
の一つ
は
、海
域
を
含
む
地
理
的
な
広
が
り
に
あ
り
ま
す
。北

は
対
馬
の
北
端
か
ら
南
は
男
女
群
島
ま
で
、距
離
に
し
て
約
三
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、東
は
島
原
市
の
東
端
か
ら
西
は
男
女
群
島
の
西
に

あ
る
鳥
島
ま
で
約
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、こ
の
範
囲
は
九
州

本
土
が
す
っ
ぽ
り
と
は
ま
っ
て
し
ま
う
広
さ
で
す
。

　

二
番
目
に
、海
岸
線
の
長
さ
が
全
国
都
道
府
県
の
中
で
一
番
長

い
県（
北
海
道
は
北
方
四
島
を
除
く
）で
あ
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。長
崎
県
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、岩
石
海
岸
、砂
礫
浜
、干
潟
な

ど
、複
雑
に
入
り
組
ん
だ
海
岸
の
環
境
に
応
じ
た
多
様
な
生
物
が

棲
ん
で
い
ま
す
。さ
ら
に
、島
の
数
も
九
七
一
島
で
、二
位
の
鹿
児
島

県
の
六
〇
五
島
を
大
き
く
引
き
離
し
て
一
位
で
す
。島
が
多
い
こ
と

は
固
有
種
の
存
在
、あ
る
い
は
本
土
と
異
な
る
生
態
系
が
期
待
さ

れ
る
の
で
す
。

　

三
番
目
の
理
由
は
、大
陸
に一
番
近
い
と
い
う
こ
と
で
す
。約
二
万

年
前
の
最
終
氷
期
に
は
対
馬
を
介
し
て
朝
鮮
半
島
と
陸
続
き
だ
っ
た

た
め
、大
陸
系
の
生
物
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
に
限
ら
ず
、長
崎
県
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

大
陸
系
の
動
物
や
植
物
が
分
布
し
て
い
ま
す
。中
に
は
日
本
で
は
対

馬
だ
け
に
知
ら
れ
て
い
る
生
物
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

四
番
目
は
、対
馬
暖
流
の
影
響
を
強
く
受
け
、緯
度
の
割
に
暖

か
い
と
い
う
こ
と
で
す
。平
均
気
温
で
は
あ
ま
り
差
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、同
じ
緯
度
の
内
陸
部
と
冬
の
寒
さ
を
比
較
す
る
と
は
っ
き
り
特

徴
が
現
わ
れ
ま
す
。そ
れ
は
生
物
の
分
布
に
も
影
響
し
、長
崎
県
は

多
く
の
亜
熱
帯
性
植
物
の
北
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

五
番
目
に
は
島
原
半
島
の
中
央
部
に
そ
び
え
る
雲
仙
山
系
と
、

佐
賀
県
と
の
境
界
に
位
置
す
る
多
良
山
系
と
い
う
日
本
で
最
も
西

に
あ
る
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
あ
る
こ
と
で
す
。九
州
に
お
い
て
千

メ
ー
ト
ル
と
い
う
の
は
温
帯
林
が
よ
う
や
く
成
立
す
る
海
抜
で
、雲

仙
山
系
の
頂
上
付
近
で
は
西
限
の
ブ
ナ
林（
冷
温
帯
に
分
布
す
る

夏
緑
樹
林
）が
見
ら
れ
ま
す
し
、多
く
の
温
帯
植
物
の
分
布
の
西

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、生
物
の
中
で
も
植
物
の
視
点
か
ら
そ
の
多
様
性
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

リアス式の海岸線が美しい対馬・浅茅湾。

植物の調査・研究で、野山や海辺を
年中、歩き回っている中西先生に、
長崎県の豊かな自然と、そこに自生する
多様な植物について教えていただきました。

長崎県の最北端に位置する対馬は、日本で最も大陸に近い島。最終氷期には日本列島と朝鮮
半島とを結ぶ陸橋となっていたため、ツシマヤマネコで代表されるように日本ではここにしか見ら
れない大陸系の生物が多く分布しています。植物ではハクウンキスゲ、オオチョウジガマズミ、
チョウセンキハギ、チョウセンヤマツツジ、オオチダケサシなど。また対馬固有種としてツシマギボ
ウシ、シマトヒレン、ヒメマンネングサなどがあります。

対馬の生物

ツシマヤマネコ ハクウンキスゲ シマトヒレン

長崎県の

植物
～その多様性をさぐる～

129ºE 130ºE

33ºN

32ºN

34ºN

対馬市

壱岐市

平戸市

佐世保市

大村市
西海市

長崎市
諫早市 島原市

雲仙市
南島原市

新上五島町

五島市

男女群島

長崎県

名古屋市生まれ。広島大学大学院理学研
究科博士課程修了。理学博士。長崎女子
短期大学教授などを経て、2000年より現
職。専攻は植物生態学。長崎県生物学会
会長、環境省の希少野生動植物種保存
推進員、長崎県環境審議会委員など。
主な著書：『海流の贈り物－漂着物の生
態学』『種子はひろがる－種子散布の生
態学』『漂着物学入門－黒潮のメッセージ
を読む』（以上すべて平凡社）

中西 弘樹
教育学部教授

Nakanishi Hiroki
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チョウセンキハギ、チョウセンヤマツツジ、オオチダケサシなど。また対馬固有種としてツシマギボ
ウシ、シマトヒレン、ヒメマンネングサなどがあります。

対馬の生物

ツシマヤマネコ ハクウンキスゲ シマトヒレン

長崎県の

植物
～その多様性をさぐる～

129ºE 130ºE

33ºN

32ºN

34ºN

対馬市

壱岐市

平戸市

佐世保市

大村市
西海市

長崎市
諫早市 島原市

雲仙市
南島原市

新上五島町

五島市

男女群島

長崎県

名古屋市生まれ。広島大学大学院理学研
究科博士課程修了。理学博士。長崎女子
短期大学教授などを経て、2000年より現
職。専攻は植物生態学。長崎県生物学会
会長、環境省の希少野生動植物種保存
推進員、長崎県環境審議会委員など。
主な著書：『海流の贈り物－漂着物の生
態学』『種子はひろがる－種子散布の生
態学』『漂着物学入門－黒潮のメッセージ
を読む』（以上すべて平凡社）

中西 弘樹
教育学部教授

Nakanishi Hiroki
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島
嶼
で
し
か
見
ら
れ
な
い
植
物

　

島
嶼
の
植
物
の
分
布
を
調
べ
た
結
果
、本
土
側
に
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、小
さ
な
島
嶼
部
に
の
み
分
布
し
て
い
る
植
物
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。こ
れ
を「
島
嶼
偏
在
植
物
」と
名
付
け
て
い
ま
す
。ビ

ロ
ウ
、ミ
ヤ
コ
ジ
マ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、サ
ツ
マ
サ
ン
キ
ラ
イ
、ハ
カ
マ
カ
ズ
ラ
な
ど
い

く
つ
か
の
植
物
が
そ
れ
に
該
当
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
植
物
は
、い
わ
ば
原

始
林
の
中
で
は
生
き
て
い
け
な
い
植
物
で
、林
の
縁
や
攪
乱
さ
れ
た
森

林
に
生
育
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、ビ
ロ
ウ
は
平
戸
市
街
の

す
ぐ
沖
に
あ
る
黒
子
島
に
も
多
数
生
育
し
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は
高

木
林
を
形
成
す
る
タ
ブ（
タ
ブ
ノ
キ
）と
の
生
存
競
争
で
、タ
ブ
よ
り
低

い
環
境
に
生
育
す
る
林
内
植
物
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、外
洋
に
あ
る
島
嶼
、例
え
ば
平
戸
島
の
南
部
沖
に

あ
る
阿
値
賀
島
や
五
島
西
部
の
美
良
島
な
ど
で
は
、ビ
ロ
ウ
の
優
占

し
た
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、タ
ブ
林
が
台
風
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

島
か
ら
本
土
ま
で
分
布
が
著
し
い
南
方
系
植
物

　

長
崎
県
で
は
五
島
を
中
心
に
亜
熱
帯
性
の
植
物
が
生
育
し
て
お

り
、ヘ
ゴ
、リ
ュ
ウ
ビ
ン
タ
イ
、タ
ヌ
キ
ア
ヤ
メ
、サ
キ
シマフ
ヨ
ウ
な
ど
分
布
の

北
限
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
数
あ
り
ま
す
。そ
の
中
に
は
九
州
全
体

で
見
た
場
合
、九
州
東
側
に
は
見
ら
れ
ず
、九
州
西
側
に
著
し
く
偏
っ

て
北
上
分
布
す
る
も
の
が
あ
り
、こ
れ
を「
九
州
西
廻
り
分
布
型
」植

物
と
呼
ん
で
い
ま
す
。ヒ
メ
キ
ラ
ン
ソ
ウ
、ハマ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
、タ
ヌ
キ
ア
ヤ
メ

な
ど
33
種
の
植
物
が
こ
の
分
布
型
を
示
す
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
分
布
を
示
す
理
由
は
、最
終
氷
期
に
九
州
西
部
に
で
き
た

広
大
な
低
地
が
亜
熱
帯
性
植
物
の
レ
フ
ェ
ジ
エ（
避
難
所
）と
な
り
、氷

河
期
が
終
わ
っ
て
そ
こ
か
ら
分
布
を
広
げ
た
た
め
と
考
え
ら
ま
す
。

対
馬
に
多
く
見
ら
れ
る
大
陸
系
植
物

　

対
馬
を
含
む
九
州
西
北
部
に
は
大
陸
系
の
植
物
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。イ
ワ
シ
デ
、ダ
ン
ギ
ク
、ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
、ア
ツ
バ
タ
ツ
ナ
ミ
な
ど
は

九
州
北
部
や
本
州
西
部
に
も
ま
れ
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、対
馬
で

は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
。オ
オ
チ
ダ
ケ
サ
シ
、チ
ョ
ウ
セ
ン
キ
ハ
ギ
、タ

ン
ナ
チ
ョ
ウ
セ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
は
日
本
で
は
対
馬
だ
け
に
生
育
し
て

い
ま
す
。ま
た
、大
陸
系
の
植
物
で
も
、対
馬
で
は
見
ら
れ
な
い
植
物

と
し
て
、ネ
ズ
ミ
シ
バ（
平
戸
島
の
み
）、ナ
ナ
ツ
ガ
ママ
ン
ネ
ン
グ
サ（
西

彼
杵
半
島
の
み
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
見
ら
れ
る
北
方
系
植
物

　

雲
仙
山
系
と
多
良
山
系
は
日
本
で
最
も
西
に
あ
る
千
メ
ー
ト
ル
級

の
山
で
あ
る
た
め
、ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、オ
ニモ
ミ
ジ
な
ど

多
く
の
温
帯
性
の
植
物
の
分
布
西
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。雲
仙
山
系

は
新
し
い
火
山
で
す
が
、多
良
山
系
は
古
い
火
山
で
す
。し
た
が
っ
て
、

両
山
系
の
植
物
は
少
し
違
っ
て
お
り
、ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、オ

オ
ヤ
マレ
ン
ゲ
な
ど
の
先
駆
的
な
植
物
は
雲
仙
山
系
に
の
み
見
ら
れ
ま

す
し
、ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
も
雲
仙
山
系
で
は
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
が
、多

良
山
系
で
は
ま
れ
で
す
。

植
物
か
ら
ひ
も
と
く
生
物
多
様
性

　

多
様
性
に
富
ん
だ
長
崎
県
の
植
物
も
、さ
ま
ざ
ま
な
開
発
や
地
球

温
暖
化
な
ど
に
よ
る
環
境
の
変
化
で
、絶
滅
の
危
機
に
追
い
や
ら
れ

て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、ミ
ツ
バチ
が
体
に
付
い
た

花
粉
で
植
物
に
受
粉
さ
せ
る
よ
う
に
、植
物
は
い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。植
物
の
多
様
性
は
、生
物
全
体
の
多

様
性
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
の
営
み
も
ま
た
多
様
な
生
物
と
の
関
わ
り
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。農
業
、水
産
業
、観
光
と
いっ
た
産
業
も
、も
と
を
辿
れ
ば
す

べ
て
は
多
様
な
生
物
が
織
り
成
す
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。食
糧
を

は
じ
め
、空
気
も
水
も
、人
間
だ
け
で
は
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

い
ま
生
物
多
様
性
の
保
全
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、た
く
さ
ん
の

生
物
が
絶
妙
な
バラ
ン
ス
で
つ
な
が
り
合
う
生
態
系
が
崩
れ
る
こ
と
で
、

人
の
暮
ら
し
だ
け
で
な
く
、地
球
上
に
あ
る
生
命
が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い

か
ら
で
す
。生
物
多
様
性
の
保
全
は
、身
近
な
植
物
を
大
切
に
す
る
こ

と
か
ら
も
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。長
崎
県
に
限
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
の

豊
か
な
自
然
を
そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
子
孫
に
遺
し
た
い
も
の
で
す
。

絶滅が危ぶまれる植物たち。
ひっそりと、でもしたたかに、生命を繋いでいます。
そんな植物たちに私たちが
できることは何か、考えてみませんか？

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類（
E
N
）

タヌキアヤメ（タヌキアヤメ科） ● Philydrum lanuginosum

真っすぐに伸びた茎に黄色い花々
　池の周りや、湧水の出る山足の湿地な
どに生育するやや大型の多年草。大きな
株は高さ一メートルを越えます。一属一種
の珍しい植物で、夏に穂状花序（長い花
軸に穂状に花が付いたもの）を伸ばし、黄
色の小さな花をたくさん咲かせます。熱帯ア
ジアに広く分布し、琉球列島から九州南
部、福江島まで分布しています。

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類（
V
U
）

ヒメキランソウ（シソ科） ● Ajuga pygmaea

日当り良好な海岸の崖地に育つ
　小型の多年草で、道端や石垣によく見
られるキランソウに似ていますが、全体に小
さく、走出枝（地表を這って延びる枝）は細
長く伸び、所々ロゼット葉（地表に密着して
放射状に重なりあって付く葉）をつけます。
海岸の崖地などに生育しています。台湾か
ら琉球列島、そして九州西北部に分布し、
壱岐が北限となっています。

　半常緑性の南方系植物。中国原
産のフヨウと長い間混同されてきたも
ので、研究の結果多くの点でフヨウと
は異なることがわかってきました。花
期はフヨウよりも遅く、十月中旬過ぎ
が最盛期となります。台湾、琉球列
島から長崎県五島や西海市平島、
崎戸島まで分布しています。特にユ
ニークなのは、大きな群落が見られる
平島のサキシマフヨウで、なぜか遺伝
的多様性が高く、花の形、色、模様な
どさまざまな変異が観察できます。

イトラッキョウ（ユリ科） ● Allium virgunculae

秋に咲く、かわいい赤紫色の花
　平戸島南部に固有の多年草で、山地の
尾根部などの日当たりのよい岩場に群生し
ています。ヤマラッキョウを全体に小型にし
たような形で、葉は幅が約一ミリで、断面は
円いのが特徴です。十一月ごろに赤紫色
の美しい花を咲かせます。

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類（
C
R
）

環
境
省 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類（
E
N
）

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類（
E
N
）

環
境
省 

準
絶
滅
危
惧（
N
T
）

ナナツガママンネングサ（ベンケイソウ科） ● Sedum drymarioides

長崎県西彼半島北西部にのみ自生
　西海市七ツ釜鍾乳洞付近で発見された
もので、最初は中国のハコベマンネングサの
変種として扱われましたが、今では同種とさ
れています。しかし、日本ではこの付近の石
灰質砂岩地帯にしか見られない、珍しい植
物です。日蔭の岩棚に生育し、他のマンネン
グサ類とは違い、全体に弱 し々い感じの植
物で、高さ十～二十センチ、花は白色です。

絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類（
C
R
）

ヒゼンコウガイゼキショウ（イグサ科） ● Juncus hizenensis

半世紀ぶりに発見された希少種
　湿地に生育する小型の多年草で、一九
三六年に琴海村（現長崎市琴海村松郷）
で新種として記載されましたが、以後誰も
発見することができず、幻の植物でした。お
よそ五十年後に私（中西）が西海市大瀬
戸町で再発見することができました。唯一
の生育地です。

※レッドデータカテゴリーは長崎県と環境省が選定したものを記しています。カテゴリーの意味やその他のレッドデータは、「長崎県自然環境課」や「環境省」などのホームページでご確認ください。

希少な植物長崎県の

R E D  D A T A  P L A N T S

ワンダー
　アイランド
　　男女群島

34°

33°

32°

31°

129° 130° 131° 132°

34°

33°

32°

31°

129° 130° 131° 132°

長崎県の雲仙山系と多良山系は、日本で最も西にあ
る千メートル級の山。ブナをはじめホウノキ、ミズナラ、
コミネカエデなど多くの温帯性植物の分布の西限に
なっている。写真は雲仙山系のブナ。

※男女群島は、国指定天然記念物（天然保護区域）です。
また、オオミズナギドリやカンムリウミスズメなどの海鳥の集
団繁殖地で、国指定男女群島鳥獣保護区でもあります。
上陸には長崎県教育委員会、文化庁、林野庁の許可が
必要です。

リュウビンタイ
（リュウビンタイ科）

ヘゴと共に亜熱帯を
代表するシダ植物。

海岸近くに育成し、種子は海流に流されて分布する。
南方系植物の中で、琉球列島から九州南部を経て、
九州西海岸を北上分布する「九州西廻り分布型」を
示す。絶滅危惧種Ⅱ類（長崎県・環境省）

ヘゴ
（ヘゴ科）

亜熱帯に分布する
木生シダ。

ビロウ
（ヤシ科）
亜熱帯の海岸や島嶼
に群生。男女群島の
男島に繁殖した様子。

ハカマカズラ
（マメ科）
名称は、中央が深く切
れ込んだ葉が、袴のよ
うに見えることに由来。

ノリウツギ
（ユキノシタ科）

長崎県では雲仙岳
周辺に生育。

ミヤマキリシマ
（ツツジ科）

九州の火山地帯に
分布

タンナチョウセン
ヤマツツジ
（ツツジ科）
対馬と韓国の済州島
に固有のツツジ。

オオチダケサシ
（ユキノシタ科）

対馬固有種、渓流
沿いの岩上に生育。

※
島
嶼
…
島
々
の
こ
と

長
崎
県

環
境
省

　

男
女
群
島
に
は
港
が
あ
り
ま
せ
ん
。女
島
に
は

灯
台（
か
つ
て
灯
台
の
職
員
が
数
人
派
遣
さ
れ
て
い

た
が
、現
在
は
無
人
）が
あ
り
、粗
末
な
突
堤
が
あ

り
ま
す
が
、男
島
に
は
な
く
、船
が
接
岸
す
る
に
は

難
し
い
所
で
す
。し
た
が
っ
て
、波
の
穏
や
か
な
日

し
か
行
け
ま
せ
ん
。海
が
荒
れ
て
調
査
日
を
順
延

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。予
定
を
立
て

て
も
一ヵ
月
以
上
も
行
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、島
の
周
り
は
崖
地
ば
か
り
で
す
の
で
、そ
こ

を
命
が
け
で
よ
じ
登
り
、背
丈
ほ
ど
も
あ
る
茂
み

を
一
時
間
以
上
か
き
わ
け
、や
っ
と
林
の
中
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。調
査
は
体
力
が
勝
負
で
す
の

で
、一ヵ
月
以
上
も
前
か
ら
、走
り
こ
み
、体
力
を
つ

け
て
調
査
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

トウカンゾウ（ユリ科）。
大陸系の植物で、日本では男女群島にのみ分布。

ダンジョヒバカリ（ナミヘビ科）。
小型のヘビ。男島の固有種。

植物調査は命がけ。
男島の崖をよじ登る中西教授ら。

男島から女島をのぞむ。
男女群島は、男島、クロキ島、中之島、女島などで構成される。

一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

男
女
群
島
は
鹿
児
島
県
阿
久
根
の
西
方
約
一
七

○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
東
シ
ナ
海
に
あ
り
、約
一
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
五
つ
の
島
が
並
ぶ
無
人
島

群
で
す
。古
事
記
に
も
記
録
さ
れ
る
な
ど
古
く
か

ら
知
ら
れ
、遣
唐
使
船
の
航
海
の
目
印
に
も
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。最
大
の
島
は一
番
北
に
あ
る
男

島
で
、ビ
ロ
ウ
が
繁
り
、樹
幹
に
は
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ

リ
が
着
生
し
て
い
る
な
ど
、亜
熱
帯
の
森
に
被
わ

れ
て
い
ま
す
。中
国
大
陸
と
日
本
で
は
、男
女
群

島
だ
け
に
分
布
す
る
ト
ウ
カ
ン
ゾ
ウ
は
、五
月
か

ら
六
月
に
海
岸
崖
地
一
面
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
で

彩
り
ま
す
。

古
事
記
に
も
記
さ
れ
た
男
女
群
島

（ハマジンチョウ科）
ハマジンチョウの分布

（ブナ科）　※長崎県のみ分布地を示す
ブナの分布

サキシマフヨウ（アオイ科）
Hibiscus makinoi

変異で魅せる、
多彩な花の表情

あ

じ

か

と
う 

し
ょ

び  

り
ょ
う

そう しゅつ し

すい じょう  か   じょ

10vol.3411 vol.34



島
嶼
で
し
か
見
ら
れ
な
い
植
物

　

島
嶼
の
植
物
の
分
布
を
調
べ
た
結
果
、本
土
側
に
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、小
さ
な
島
嶼
部
に
の
み
分
布
し
て
い
る
植
物
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。こ
れ
を「
島
嶼
偏
在
植
物
」と
名
付
け
て
い
ま
す
。ビ

ロ
ウ
、ミ
ヤ
コ
ジ
マ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、サ
ツ
マ
サ
ン
キ
ラ
イ
、ハ
カ
マ
カ
ズ
ラ
な
ど
い

く
つ
か
の
植
物
が
そ
れ
に
該
当
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
植
物
は
、い
わ
ば
原

始
林
の
中
で
は
生
き
て
い
け
な
い
植
物
で
、林
の
縁
や
攪
乱
さ
れ
た
森

林
に
生
育
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、ビ
ロ
ウ
は
平
戸
市
街
の

す
ぐ
沖
に
あ
る
黒
子
島
に
も
多
数
生
育
し
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は
高

木
林
を
形
成
す
る
タ
ブ（
タ
ブ
ノ
キ
）と
の
生
存
競
争
で
、タ
ブ
よ
り
低

い
環
境
に
生
育
す
る
林
内
植
物
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、外
洋
に
あ
る
島
嶼
、例
え
ば
平
戸
島
の
南
部
沖
に

あ
る
阿
値
賀
島
や
五
島
西
部
の
美
良
島
な
ど
で
は
、ビ
ロ
ウ
の
優
占

し
た
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、タ
ブ
林
が
台
風
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

島
か
ら
本
土
ま
で
分
布
が
著
し
い
南
方
系
植
物

　

長
崎
県
で
は
五
島
を
中
心
に
亜
熱
帯
性
の
植
物
が
生
育
し
て
お

り
、ヘ
ゴ
、リ
ュ
ウ
ビ
ン
タ
イ
、タ
ヌ
キ
ア
ヤ
メ
、サ
キ
シマフ
ヨ
ウ
な
ど
分
布
の

北
限
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
数
あ
り
ま
す
。そ
の
中
に
は
九
州
全
体

で
見
た
場
合
、九
州
東
側
に
は
見
ら
れ
ず
、九
州
西
側
に
著
し
く
偏
っ

て
北
上
分
布
す
る
も
の
が
あ
り
、こ
れ
を「
九
州
西
廻
り
分
布
型
」植

物
と
呼
ん
で
い
ま
す
。ヒ
メ
キ
ラ
ン
ソ
ウ
、ハマ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
、タ
ヌ
キ
ア
ヤ
メ

な
ど
33
種
の
植
物
が
こ
の
分
布
型
を
示
す
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
分
布
を
示
す
理
由
は
、最
終
氷
期
に
九
州
西
部
に
で
き
た

広
大
な
低
地
が
亜
熱
帯
性
植
物
の
レ
フ
ェ
ジ
エ（
避
難
所
）と
な
り
、氷

河
期
が
終
わ
っ
て
そ
こ
か
ら
分
布
を
広
げ
た
た
め
と
考
え
ら
ま
す
。

対
馬
に
多
く
見
ら
れ
る
大
陸
系
植
物

　

対
馬
を
含
む
九
州
西
北
部
に
は
大
陸
系
の
植
物
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。イ
ワ
シ
デ
、ダ
ン
ギ
ク
、ゲ
ン
カ
イ
ツ
ツ
ジ
、ア
ツ
バ
タ
ツ
ナ
ミ
な
ど
は

九
州
北
部
や
本
州
西
部
に
も
ま
れ
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、対
馬
で

は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
。オ
オ
チ
ダ
ケ
サ
シ
、チ
ョ
ウ
セ
ン
キ
ハ
ギ
、タ

ン
ナ
チ
ョ
ウ
セ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
は
日
本
で
は
対
馬
だ
け
に
生
育
し
て

い
ま
す
。ま
た
、大
陸
系
の
植
物
で
も
、対
馬
で
は
見
ら
れ
な
い
植
物

と
し
て
、ネ
ズ
ミ
シ
バ（
平
戸
島
の
み
）、ナ
ナ
ツ
ガ
ママ
ン
ネ
ン
グ
サ（
西

彼
杵
半
島
の
み
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
見
ら
れ
る
北
方
系
植
物

　

雲
仙
山
系
と
多
良
山
系
は
日
本
で
最
も
西
に
あ
る
千
メ
ー
ト
ル
級

の
山
で
あ
る
た
め
、ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
、オ
ニモ
ミ
ジ
な
ど

多
く
の
温
帯
性
の
植
物
の
分
布
西
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。雲
仙
山
系

は
新
し
い
火
山
で
す
が
、多
良
山
系
は
古
い
火
山
で
す
。し
た
が
っ
て
、

両
山
系
の
植
物
は
少
し
違
っ
て
お
り
、ニ
シ
キ
ウ
ツ
ギ
、ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、オ

オ
ヤ
マレ
ン
ゲ
な
ど
の
先
駆
的
な
植
物
は
雲
仙
山
系
に
の
み
見
ら
れ
ま

す
し
、ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
も
雲
仙
山
系
で
は
普
通
に
見
ら
れ
ま
す
が
、多

良
山
系
で
は
ま
れ
で
す
。

植
物
か
ら
ひ
も
と
く
生
物
多
様
性

　

多
様
性
に
富
ん
だ
長
崎
県
の
植
物
も
、さ
ま
ざ
ま
な
開
発
や
地
球

温
暖
化
な
ど
に
よ
る
環
境
の
変
化
で
、絶
滅
の
危
機
に
追
い
や
ら
れ

て
い
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、ミ
ツ
バチ
が
体
に
付
い
た

花
粉
で
植
物
に
受
粉
さ
せ
る
よ
う
に
、植
物
は
い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
の

つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。植
物
の
多
様
性
は
、生
物
全
体
の
多

様
性
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
の
営
み
も
ま
た
多
様
な
生
物
と
の
関
わ
り
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。農
業
、水
産
業
、観
光
と
いっ
た
産
業
も
、も
と
を
辿
れ
ば
す

べ
て
は
多
様
な
生
物
が
織
り
成
す
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。食
糧
を

は
じ
め
、空
気
も
水
も
、人
間
だ
け
で
は
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

い
ま
生
物
多
様
性
の
保
全
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、た
く
さ
ん
の

生
物
が
絶
妙
な
バラ
ン
ス
で
つ
な
が
り
合
う
生
態
系
が
崩
れ
る
こ
と
で
、

人
の
暮
ら
し
だ
け
で
な
く
、地
球
上
に
あ
る
生
命
が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い

か
ら
で
す
。生
物
多
様
性
の
保
全
は
、身
近
な
植
物
を
大
切
に
す
る
こ

と
か
ら
も
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。長
崎
県
に
限
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
の

豊
か
な
自
然
を
そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
子
孫
に
遺
し
た
い
も
の
で
す
。

絶滅が危ぶまれる植物たち。
ひっそりと、でもしたたかに、生命を繋いでいます。
そんな植物たちに私たちが
できることは何か、考えてみませんか？

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類（
E
N
）

タヌキアヤメ（タヌキアヤメ科） ● Philydrum lanuginosum

真っすぐに伸びた茎に黄色い花々
　池の周りや、湧水の出る山足の湿地な
どに生育するやや大型の多年草。大きな
株は高さ一メートルを越えます。一属一種
の珍しい植物で、夏に穂状花序（長い花
軸に穂状に花が付いたもの）を伸ばし、黄
色の小さな花をたくさん咲かせます。熱帯ア
ジアに広く分布し、琉球列島から九州南
部、福江島まで分布しています。

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類（
V
U
）

ヒメキランソウ（シソ科） ● Ajuga pygmaea

日当り良好な海岸の崖地に育つ
　小型の多年草で、道端や石垣によく見
られるキランソウに似ていますが、全体に小
さく、走出枝（地表を這って延びる枝）は細
長く伸び、所々ロゼット葉（地表に密着して
放射状に重なりあって付く葉）をつけます。
海岸の崖地などに生育しています。台湾か
ら琉球列島、そして九州西北部に分布し、
壱岐が北限となっています。

　半常緑性の南方系植物。中国原
産のフヨウと長い間混同されてきたも
ので、研究の結果多くの点でフヨウと
は異なることがわかってきました。花
期はフヨウよりも遅く、十月中旬過ぎ
が最盛期となります。台湾、琉球列
島から長崎県五島や西海市平島、
崎戸島まで分布しています。特にユ
ニークなのは、大きな群落が見られる
平島のサキシマフヨウで、なぜか遺伝
的多様性が高く、花の形、色、模様な
どさまざまな変異が観察できます。

イトラッキョウ（ユリ科） ● Allium virgunculae

秋に咲く、かわいい赤紫色の花
　平戸島南部に固有の多年草で、山地の
尾根部などの日当たりのよい岩場に群生し
ています。ヤマラッキョウを全体に小型にし
たような形で、葉は幅が約一ミリで、断面は
円いのが特徴です。十一月ごろに赤紫色
の美しい花を咲かせます。

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類（
C
R
）

環
境
省 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類（
E
N
）

長
崎
県 

絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類（
E
N
）

環
境
省 

準
絶
滅
危
惧（
N
T
）

ナナツガママンネングサ（ベンケイソウ科） ● Sedum drymarioides

長崎県西彼半島北西部にのみ自生
　西海市七ツ釜鍾乳洞付近で発見された
もので、最初は中国のハコベマンネングサの
変種として扱われましたが、今では同種とさ
れています。しかし、日本ではこの付近の石
灰質砂岩地帯にしか見られない、珍しい植
物です。日蔭の岩棚に生育し、他のマンネン
グサ類とは違い、全体に弱 し々い感じの植
物で、高さ十～二十センチ、花は白色です。

絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類（
C
R
）

ヒゼンコウガイゼキショウ（イグサ科） ● Juncus hizenensis

半世紀ぶりに発見された希少種
　湿地に生育する小型の多年草で、一九
三六年に琴海村（現長崎市琴海村松郷）
で新種として記載されましたが、以後誰も
発見することができず、幻の植物でした。お
よそ五十年後に私（中西）が西海市大瀬
戸町で再発見することができました。唯一
の生育地です。

※レッドデータカテゴリーは長崎県と環境省が選定したものを記しています。カテゴリーの意味やその他のレッドデータは、「長崎県自然環境課」や「環境省」などのホームページでご確認ください。

希少な植物長崎県の

R E D  D A T A  P L A N T S

ワンダー
　アイランド
　　男女群島

34°

33°

32°

31°

129° 130° 131° 132°

34°

33°

32°

31°

129° 130° 131° 132°

長崎県の雲仙山系と多良山系は、日本で最も西にあ
る千メートル級の山。ブナをはじめホウノキ、ミズナラ、
コミネカエデなど多くの温帯性植物の分布の西限に
なっている。写真は雲仙山系のブナ。

※男女群島は、国指定天然記念物（天然保護区域）です。
また、オオミズナギドリやカンムリウミスズメなどの海鳥の集
団繁殖地で、国指定男女群島鳥獣保護区でもあります。
上陸には長崎県教育委員会、文化庁、林野庁の許可が
必要です。

リュウビンタイ
（リュウビンタイ科）

ヘゴと共に亜熱帯を
代表するシダ植物。

海岸近くに育成し、種子は海流に流されて分布する。
南方系植物の中で、琉球列島から九州南部を経て、
九州西海岸を北上分布する「九州西廻り分布型」を
示す。絶滅危惧種Ⅱ類（長崎県・環境省）

ヘゴ
（ヘゴ科）

亜熱帯に分布する
木生シダ。

ビロウ
（ヤシ科）
亜熱帯の海岸や島嶼
に群生。男女群島の
男島に繁殖した様子。

ハカマカズラ
（マメ科）
名称は、中央が深く切
れ込んだ葉が、袴のよ
うに見えることに由来。

ノリウツギ
（ユキノシタ科）

長崎県では雲仙岳
周辺に生育。

ミヤマキリシマ
（ツツジ科）

九州の火山地帯に
分布

タンナチョウセン
ヤマツツジ
（ツツジ科）
対馬と韓国の済州島
に固有のツツジ。

オオチダケサシ
（ユキノシタ科）

対馬固有種、渓流
沿いの岩上に生育。

※
島
嶼
…
島
々
の
こ
と

長
崎
県

環
境
省

　

男
女
群
島
に
は
港
が
あ
り
ま
せ
ん
。女
島
に
は

灯
台（
か
つ
て
灯
台
の
職
員
が
数
人
派
遣
さ
れ
て
い

た
が
、現
在
は
無
人
）が
あ
り
、粗
末
な
突
堤
が
あ

り
ま
す
が
、男
島
に
は
な
く
、船
が
接
岸
す
る
に
は

難
し
い
所
で
す
。し
た
が
っ
て
、波
の
穏
や
か
な
日

し
か
行
け
ま
せ
ん
。海
が
荒
れ
て
調
査
日
を
順
延

す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。予
定
を
立
て

て
も
一ヵ
月
以
上
も
行
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、島
の
周
り
は
崖
地
ば
か
り
で
す
の
で
、そ
こ

を
命
が
け
で
よ
じ
登
り
、背
丈
ほ
ど
も
あ
る
茂
み

を
一
時
間
以
上
か
き
わ
け
、や
っ
と
林
の
中
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。調
査
は
体
力
が
勝
負
で
す
の

で
、一ヵ
月
以
上
も
前
か
ら
、走
り
こ
み
、体
力
を
つ

け
て
調
査
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

トウカンゾウ（ユリ科）。
大陸系の植物で、日本では男女群島にのみ分布。

ダンジョヒバカリ（ナミヘビ科）。
小型のヘビ。男島の固有種。

植物調査は命がけ。
男島の崖をよじ登る中西教授ら。

男島から女島をのぞむ。
男女群島は、男島、クロキ島、中之島、女島などで構成される。

一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

男
女
群
島
は
鹿
児
島
県
阿
久
根
の
西
方
約
一
七

○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
東
シ
ナ
海
に
あ
り
、約
一
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
五
つ
の
島
が
並
ぶ
無
人
島

群
で
す
。古
事
記
に
も
記
録
さ
れ
る
な
ど
古
く
か

ら
知
ら
れ
、遣
唐
使
船
の
航
海
の
目
印
に
も
な
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。最
大
の
島
は一
番
北
に
あ
る
男

島
で
、ビ
ロ
ウ
が
繁
り
、樹
幹
に
は
オ
オ
タ
ニ
ワ
タ

リ
が
着
生
し
て
い
る
な
ど
、亜
熱
帯
の
森
に
被
わ

れ
て
い
ま
す
。中
国
大
陸
と
日
本
で
は
、男
女
群

島
だ
け
に
分
布
す
る
ト
ウ
カ
ン
ゾ
ウ
は
、五
月
か

ら
六
月
に
海
岸
崖
地
一
面
を
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
で

彩
り
ま
す
。

古
事
記
に
も
記
さ
れ
た
男
女
群
島

（ハマジンチョウ科）
ハマジンチョウの分布

（ブナ科）　※長崎県のみ分布地を示す
ブナの分布

サキシマフヨウ（アオイ科）
Hibiscus makinoi

変異で魅せる、
多彩な花の表情

あ

じ

か

と
う 

し
ょ

び  

り
ょ
う

そう しゅつ し

すい じょう  か   じょ
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～海と人と仕事に育てられた学生時代～

いろんな漁船で働いた
が、野母崎のシイラ漁船
がいちばん長くて３年間
乗った。シケでない限り漁
に出て、毎日シイラを食っ
た。生活費も学費も稼い
だ。シイラのおかげで卒
業できた。

　

現
在
の
わ
た
く
し

　

と
こ
ろ
は
東
京
霞
ヶ
関
、8
階
建
て
農
林

水
産
省
の
最
上
階
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
、日
本
の
水

産
行
政
に
い
そ
し
む
役
人
8
0
0
余
名
が
、

長
官
・
次
長
以
下
20
余
の
各
課
に
分
か
れ
て

働
い
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。こ
こ
を

水
産
庁
と
い
う
。な
か
な
か
知
ら
れ
る
機
会

も
な
か
ろ
う
か
ら
、ち
ょ
い
と
並
べ
て
み
よ
う

か
。沿
岸
沖
合
課
、遠
洋
課
、管
理
課
、指
導

監
督
室
、資
源
管
理
推
進
室
、企
画
課
、水

産
業
体
質
強
化
推
進
室
、保
険
課
、漁
場
資

源
課
、漁
政
課
、船
舶
管
理
室
、計
画
課
、研

究
指
導
課
、国
際
課
、栽
培
養
殖
課
、水
産

経
営
課
、整
備
課
、防
災
漁
村
課
、あ
と
は

全
国
に
６
カ
所
の
現
場
指
導
機
関
が
加
わ
っ

て
、総
じ
て
わ
が
国
の
水
産
業
全
般
の
政
策

を
立
て
、予
算
を
つ
く
り
、国
民
、つ
ま
り
皆

様
へ
の
水
産
物
の
安
定
供
給
を
図
る
、と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。と
は
言
え
、わ
か
る

よ
う
な
ワ
カ
ラ
ン
よ
う
な
、外
か
ら
は
見
え

な
い
中
央
行
政
の
苦
労
に
は
、人
に
は
伝
わ

ら
ぬ
悲
し
さ
が
あ
る
。

　

さ
て
お
き
、こ
の
う
ち
加
工
流
通
課
と
い
う

と
こ
ろ
は
、魚
を
獲
っ
て
く
る
生
産
者
た
る
漁

師
と
、そ
れ
を
食
べ
る
消
費
者
た
る
国
民
の

間
を
つ
な
ぐ「
水
産
流
通
」を
管
轄
す
る
部
門

で
あ
り
、た
と
え
ば
水
産
物
の
貿
易
や
市
場

流
通
の
改
善
、漁
師
や
漁
協（
漁
業
協
同
組

合
）に
よ
る
加
工
や
自
主
流
通
な
ど
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、い
ろ
ん
な
魚
を
無
駄
な

く
消
費
で
き
、安
心
し
て
お
い
し
く
魚
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
世
界
を
目
指
し
て
い
る
。

「
日
本
に
適
し
た
魚
の
流
通
と
魚
食
の
あ
り

方
」に
つ
い
て
、流
通
関
係
者
と
共
に
悩
み
な

が
ら
日
々
働
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
が
、僕

は
紆
余
曲
折
あ
っ
て
今
こ
こ
に
い
る
。

　

日
本
の
魚
の
流
通

　

参
考
ま
で
に
お
話
す
る
と
、日
本
の
鮮
魚
流

通
の
特
徴
は
、牛
・
豚
・
鶏
な
ど
の
食
肉
や
野
菜

に
比
べ
て
す
い
ぶ
ん
多
く
の
人
の
手
を
介
す
る

点
に
あ
る
。基
本
的
に
は
、漁
師
が
獲
っ
て
く
る

↓
漁
協
が
預
か
る
↓
生
産
地
市
場
で
仲
買
が
競

り
落
と
す
↓
地
元
の
魚
屋
も
し
く
は
都
会
の
消

費
地
市
場
に
送
ら
れ
る
↓
大
卸
が
預
か
る
↓
仲

卸
が
競
り
落
と
す
↓
都
会
の
魚
屋
や
飲
食
店
な

ど
に
買
わ
れ
て
ゆ
く
↓
皆
さ
ん
の
口
を
経
由
し

て
胃
袋
へ
。と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、そ
も
そ

も
こ
れ
は
、わ
が
国
で
は
食
べ
ら
れ
る
魚
介
類
が

3
0
0
種
類
に
も
の
ぼ
る
こ
と
に
加
え
、水
に

棲
む
生
き
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
食
肉
な
ど
に
比

べ
て
品
質
管
理
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
魚
と
い
う
食

品
を
、よ
り
多
く
の
人
が
い
ろ
ん
な
段
階
で
関
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、い
ろ
ん
な
売
り
方
で
多
方
面

に
売
り
切
っ
て
い
く
と
い
う
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
な

の
で
あ
っ
て
、こ
れ
を「
市
場
流
通
」と
い
う
。

　

食
べ
る
魚
の
単
純
化
を
危
惧

　

皆
さ
ん
は
、年
間
何
種
類
く
ら
い
の
水
産
物

を
食
べ
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。も
し
長
崎

が
、か
つ
て
僕
が
住
み
愛
し
た
長
崎
の
ま
ま
で

あ
る
な
ら
ば
、
海
藻
や
蒲
鉾
も
含
め
て

1
0
0
種
類
く
ら
い
は
食
べ
て
い
る
は
ず
。貧

乏
学
生
で
あ
っ
た
当
時
の
自
分
で
も
、50
種
類

は
食
べ
て
い
た
と
思
う
。

　

対
し
て
今
、都
会
で
は
供
給
の
安
定
を
求
め

る
あ
ま
り
、扱
い
や
す
く
売
り
や
す
い
、切
り
身

や
冷
凍
品
が
主
流
に
な
り
、食
べ
る
魚
の
種
類

や
料
理
方
法
の
単
純
化
が
進
ん
で
い
る
。各
地

の
浜
で
は
、お
い
し
く
て
も
扱
い
に
く
い
魚
た
ち

が
余
り
、二
束
三
文
で
売
ら
れ
て
い
る
。海
の
水

産
資
源
が
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
代
行
し
て
獲
る
漁
師
の
生
活
を
、妥
当

な
値
段
で
買
っ
て
食
い
、支
え
る
の
が
国
民
の
役

割
で
あ
る
が
、そ
れ
を
つ
な
ぐ
流
通
や
小
売
店

が
、そ
も
そ
も
い
ろ
ん
な
魚
を
扱
わ
な
く
な
っ

て
久
し
い
。つ
ま
り
市
場
流
通
が
本
来
の
機
能

を
失
い
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、も
し

今
の
魚
の
食
べ
方
が
続
く
な
ら
ば
、漁
師
は
壊

滅
的
に
減
り
、国
産
魚
は
希
少
と
な
っ
て
、海
洋

国
日
本
は
食
料
亡
国
に
転
落
す
る
こ
と
必
至

で
あ
る
。せ
め
て
長
崎
で
は
、こ
の
よ
う
な
事
態

が
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
願
う
。

　

在
崎
当
時
、魚
と
人
間
の
距
離
は
極
め
て
近

か
っ
た
。住
吉
や
築
町
市
場
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

が
、わ
れ
ら
貧
乏
学
生
に
も
分
け
隔
て
な
く
見

知
ら
ぬ
魚
を
紹
介
し
、お
ま
け
し
、食
べ
方
を
教

え
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、枯
れ
た
都
会
に
暮
ら

し
て
な
お
、い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
魚
を
求
め
、豊

か
な
魚
食
生
活
を
送
っ
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
思

う
。彼
女
ら
は
ま
さ
に
、魚
の
魅
力
を
発
信
す

る
伝
道
師
で
あ
っ
た
。そ
し
て
ふ
と
気
づ
け
ば
、

こ
ん
ど
は
自
分
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
。こ
れ
は
、魚
と
い
う

食
材
を
売
る
と
き
に
、誰
か
が
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
役
割
な
の
だ
。

　

学
生
時
代
の
経
験
を
礎
に

　

振
り
返
れ
ば
、ど
う
に
か
こ
う
に
か
長
崎
大

学
水
産
学
部
を
卒
業
し
た
そ
の
年
、僕
は
28
歳

だ
っ
た
。漁
村
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
乗
っ
て
い
た

船
の
小
型
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、漁
師
か
ら
背

中
を
押
さ
れ
て
転
進
、今
に
至
る
。長
い
学
生

時
代
に
は
、好
奇
心
に
ま
か
せ
て
い
ろ
ん
な
仕

事
に
首
を
つっ
こ
ん
だ
。バ
イ
ク
に
テ
ン
ト
を
積

ん
で
漁
村
を
渡
り
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

何
百
人
と
い
う
漁
師
に
学
び
、働
か
せ
て
も
ら

い
、メ
シ
を
食
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。野
に
い
た
時

代
が
長
か
っ
た
故
か
、性
格
か
、い
ま
だ
に一
人
前

の
役
人
仕
事
が
で
き
な
い
で
い
る
わ
が
身
で
あ

る
が
、日
本
の「
魚
食
力
」の
復
興
に
尽
力
す
る

上
で
、こ
れ
ま
で
の
体
験
の
全
て
が
役
に
立
っ
て

い
る
。東
シ
ナ
海
、五
島
灘
、大
村
湾
、有
明
海
、

橘
湾
と
、ま
さ
に
日
本
の
海
の
標
本
箱
の
よ
う

な
長
崎
の
地
で
、海
と
人
と
仕
事
に
育
て
て
も

ら
っ
た
恩
恵
は
深
く
、そ
れ
に
報
い
る
気
持
ち
に

僕
の
立
ち
位
置
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。つ
ま
り

漁
師
と
魚
の
声
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
、こ
こ

に
い
る
。学
生
時
代
に
何
を
掘
り
下
げ
る
か
は

人
生
の
貯
金
の
よ
う
な
も
の
。こ
れ
が
進
化
す

る
自
分
の
礎
と
な
る
よ
う
だ
。ど
ん
ど
ん
よ
そ

の
釡
の
飯
を
、食
う
べ
し
、食
う
べ
し
。

減少し危機的な状況にあるベニズワイガニの資源回復計画に携わ
る中、資源管理の在り方を改善し、普及のための調理法まで研究。
写真は実演販売で、ベニズワイガニの魅力を伝える上田氏（右端）。

料理の実演では、魚食復興のため、
家庭で再現性の高い魚料理の
数 を々惜しみなく披露。「早くて・うま
くて・栄養バランスがいい」そして「楽
しく・おいしく・ためになる」が基本。

シイラ漁船で働く上田氏（右）。 親友（左）と喜びを分かち合った。

水産庁 漁政部加工流通課 課長補佐

上田 勝彦
Ueda Katsuhiko

1964年島根県出雲市生まれ。長崎大学水産学部在学中より、野母
崎町のシイラ漁をはじめ、漁船で働きながら日本の漁村を行脚し８年間
を送る。1991年水産庁入庁。現場での仕事が多く、瀬戸内海の漁業
調整、南氷洋調査捕鯨、太平洋マグロ漁場開発、日本海水産資源の
回復プロジェクトなどに従事。トークと料理で魚の魅力を伝える魚食の
伝道師。最近では「あさイチ！（NHK）」「ソロモン流（TV東京）」「キッチ
ンが走る（NHK）」に出演、ビーパル等雑誌連載、ほかラジオなど、メ
ディアを通して、魚を楽しもうと呼びかける。通称「ウエカツ水産」。

マグロ漁場開拓調査船「開発丸」にて操業中。東部太平洋にてメバチ漁場の開拓に従事。アカマンボ
ウは、知名度は低いが安くておいしい魚だ。
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に
は
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に
は
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わ

ら
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が
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ち
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を
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る
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た
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食
べ
ら
れ
る
魚
介
類
が

3
0
0
種
類
に
も
の
ぼ
る
こ
と
に
加
え
、水
に

棲
む
生
き
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
食
肉
な
ど
に
比

べ
て
品
質
管
理
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
魚
と
い
う
食

品
を
、よ
り
多
く
の
人
が
い
ろ
ん
な
段
階
で
関
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、い
ろ
ん
な
売
り
方
で
多
方
面

に
売
り
切
っ
て
い
く
と
い
う
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
な

の
で
あ
っ
て
、こ
れ
を「
市
場
流
通
」と
い
う
。

　

食
べ
る
魚
の
単
純
化
を
危
惧

　

皆
さ
ん
は
、年
間
何
種
類
く
ら
い
の
水
産
物

を
食
べ
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。も
し
長
崎

が
、か
つ
て
僕
が
住
み
愛
し
た
長
崎
の
ま
ま
で

あ
る
な
ら
ば
、
海
藻
や
蒲
鉾
も
含
め
て

1
0
0
種
類
く
ら
い
は
食
べ
て
い
る
は
ず
。貧

乏
学
生
で
あ
っ
た
当
時
の
自
分
で
も
、50
種
類

は
食
べ
て
い
た
と
思
う
。

　

対
し
て
今
、都
会
で
は
供
給
の
安
定
を
求
め

る
あ
ま
り
、扱
い
や
す
く
売
り
や
す
い
、切
り
身

や
冷
凍
品
が
主
流
に
な
り
、食
べ
る
魚
の
種
類

や
料
理
方
法
の
単
純
化
が
進
ん
で
い
る
。各
地

の
浜
で
は
、お
い
し
く
て
も
扱
い
に
く
い
魚
た
ち

が
余
り
、二
束
三
文
で
売
ら
れ
て
い
る
。海
の
水

産
資
源
が
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
代
行
し
て
獲
る
漁
師
の
生
活
を
、妥
当

な
値
段
で
買
っ
て
食
い
、支
え
る
の
が
国
民
の
役

割
で
あ
る
が
、そ
れ
を
つ
な
ぐ
流
通
や
小
売
店

が
、そ
も
そ
も
い
ろ
ん
な
魚
を
扱
わ
な
く
な
っ

て
久
し
い
。つ
ま
り
市
場
流
通
が
本
来
の
機
能

を
失
い
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、も
し

今
の
魚
の
食
べ
方
が
続
く
な
ら
ば
、漁
師
は
壊

滅
的
に
減
り
、国
産
魚
は
希
少
と
な
っ
て
、海
洋

国
日
本
は
食
料
亡
国
に
転
落
す
る
こ
と
必
至

で
あ
る
。せ
め
て
長
崎
で
は
、こ
の
よ
う
な
事
態

が
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
願
う
。

　

在
崎
当
時
、魚
と
人
間
の
距
離
は
極
め
て
近

か
っ
た
。住
吉
や
築
町
市
場
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち

が
、わ
れ
ら
貧
乏
学
生
に
も
分
け
隔
て
な
く
見

知
ら
ぬ
魚
を
紹
介
し
、お
ま
け
し
、食
べ
方
を
教

え
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、枯
れ
た
都
会
に
暮
ら

し
て
な
お
、い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
魚
を
求
め
、豊

か
な
魚
食
生
活
を
送
っ
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
思

う
。彼
女
ら
は
ま
さ
に
、魚
の
魅
力
を
発
信
す

る
伝
道
師
で
あ
っ
た
。そ
し
て
ふ
と
気
づ
け
ば
、

こ
ん
ど
は
自
分
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
。こ
れ
は
、魚
と
い
う

食
材
を
売
る
と
き
に
、誰
か
が
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
役
割
な
の
だ
。

　

学
生
時
代
の
経
験
を
礎
に

　

振
り
返
れ
ば
、ど
う
に
か
こ
う
に
か
長
崎
大

学
水
産
学
部
を
卒
業
し
た
そ
の
年
、僕
は
28
歳

だ
っ
た
。漁
村
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
乗
っ
て
い
た

船
の
小
型
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、漁
師
か
ら
背

中
を
押
さ
れ
て
転
進
、今
に
至
る
。長
い
学
生

時
代
に
は
、好
奇
心
に
ま
か
せ
て
い
ろ
ん
な
仕

事
に
首
を
つっ
こ
ん
だ
。バ
イ
ク
に
テ
ン
ト
を
積

ん
で
漁
村
を
渡
り
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

何
百
人
と
い
う
漁
師
に
学
び
、働
か
せ
て
も
ら

い
、メ
シ
を
食
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。野
に
い
た
時

代
が
長
か
っ
た
故
か
、性
格
か
、い
ま
だ
に一
人
前

の
役
人
仕
事
が
で
き
な
い
で
い
る
わ
が
身
で
あ

る
が
、日
本
の「
魚
食
力
」の
復
興
に
尽
力
す
る

上
で
、こ
れ
ま
で
の
体
験
の
全
て
が
役
に
立
っ
て

い
る
。東
シ
ナ
海
、五
島
灘
、大
村
湾
、有
明
海
、

橘
湾
と
、ま
さ
に
日
本
の
海
の
標
本
箱
の
よ
う

な
長
崎
の
地
で
、海
と
人
と
仕
事
に
育
て
て
も

ら
っ
た
恩
恵
は
深
く
、そ
れ
に
報
い
る
気
持
ち
に

僕
の
立
ち
位
置
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。つ
ま
り

漁
師
と
魚
の
声
を
広
く
伝
え
る
た
め
に
、こ
こ

に
い
る
。学
生
時
代
に
何
を
掘
り
下
げ
る
か
は

人
生
の
貯
金
の
よ
う
な
も
の
。こ
れ
が
進
化
す

る
自
分
の
礎
と
な
る
よ
う
だ
。ど
ん
ど
ん
よ
そ

の
釡
の
飯
を
、食
う
べ
し
、食
う
べ
し
。

減少し危機的な状況にあるベニズワイガニの資源回復計画に携わ
る中、資源管理の在り方を改善し、普及のための調理法まで研究。
写真は実演販売で、ベニズワイガニの魅力を伝える上田氏（右端）。

料理の実演では、魚食復興のため、
家庭で再現性の高い魚料理の
数 を々惜しみなく披露。「早くて・うま
くて・栄養バランスがいい」そして「楽
しく・おいしく・ためになる」が基本。

シイラ漁船で働く上田氏（右）。 親友（左）と喜びを分かち合った。

水産庁 漁政部加工流通課 課長補佐

上田 勝彦
Ueda Katsuhiko

1964年島根県出雲市生まれ。長崎大学水産学部在学中より、野母
崎町のシイラ漁をはじめ、漁船で働きながら日本の漁村を行脚し８年間
を送る。1991年水産庁入庁。現場での仕事が多く、瀬戸内海の漁業
調整、南氷洋調査捕鯨、太平洋マグロ漁場開発、日本海水産資源の
回復プロジェクトなどに従事。トークと料理で魚の魅力を伝える魚食の
伝道師。最近では「あさイチ！（NHK）」「ソロモン流（TV東京）」「キッチ
ンが走る（NHK）」に出演、ビーパル等雑誌連載、ほかラジオなど、メ
ディアを通して、魚を楽しもうと呼びかける。通称「ウエカツ水産」。

マグロ漁場開拓調査船「開発丸」にて操業中。東部太平洋にてメバチ漁場の開拓に従事。アカマンボ
ウは、知名度は低いが安くておいしい魚だ。
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ハ
ン
マ
ー
の
よ
う
な
頭
部

　

奇
妙
な
頭
部
の
形
が
印
象
的
な「
シ
ュ
モ
ク
ザ
メ
」は
、

鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
T
字
形
の
撞
木
に
ち
な
ん
で
、名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。長
崎
の
方
言
で
は
カ
セ
ブ
カ
あ
る
い
は
ツ
ノ

ブ
カ
と
呼
び
ま
す
。英
名
をham

m
erhead shark

と
い

い
、シ
ュモ
ク
ザ
メ
属
を
表
すSphyrna

と
い
う
学
名
は
、ハン

マ
ー
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
に
由
来
し
ま
す
。

　

シ
ュモ
ク
ザ
メ
類
は
、世
界
に
9
種
、長
崎
周
辺
に
は
、ア

カ
シュモ
ク
ザ
メ
と
シ
ロ
シュモ
ク
ザ
メ
の
2
種
が
生
息
し
て
お

り
、い
ず
れ
も
最
大
で
全
長
４ｍ
を
超
え
ま
す
。夏
に
な
る

と
海
水
浴
場
で
シ
ュモ
ク
ザ
メ
の
群
れ
が
観
察
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
、人
々
は
恐
怖
に
包
ま
れ
ま
す
が
、日
本
で
シ
ュモ
ク

ザ
メ
に
襲
わ
れ
て
死
亡
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
例
は
過

去
に
あ
り
ま
せ
ん
。シ
ュモ
ク
ザ
メ
の
好
物
は
、エ
イ
や
マ
ダ
イ

な
ど
の
魚
で
す
。好
物
の
エ
イ
を
食
べ
る
た
め
に
、あ
の
よ
う

な
頭
部
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

シュモ
ク
ザ
メ
は
、T
字
形
の
頭
部
を
砂
底
に
い
る
エ
イ
に
打

ち
付
け
て
弱
ら
せ
た
後
、海
底
に
頭
部
で
押
さ
え
込
ん
で

捕
食
し
ま
す
。シュモ
ク
ザ
メ
の
口
の
中
に
、ア
カ
エ
イ
類
の
も

つ
毒
針
が
い
く
つ
も
刺
さ
っ
て
い
る
の
が
、そ
の
証
拠
で
す
。

美
味
し
い
食
材
と
し
て

　

ア
カ
シ
ュモ
ク
ザ
メ
、シ
ロ
シ
ュモ
ク
ザ
メ
の「
ア
カ
」と「
シ

ロ
」と
い
う
の
は
、外
見
の
色
で
は
な
く
、カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
の

よ
う
な
赤
身
と
、透
き
通
る
よ
う
な
白
身
が
そ
れ
ぞ
れ

名
前
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。フ
カ
ヒ
レ
、か
ま
ぼ
こ
、は
ん

ぺ
ん
、干
物
の
原
料
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、新
鮮
な
う
ち

に
捌
い
た
も
の
は
、刺
身
や
フ
ラ
イ
、湯
引
き
な
ど
何
に
し

て
も
美
味
で
す
。

　

広
島
県
の
山
間
部
に
あ
る
三
次
地
方
で
は「
ワ
ニ
の
刺

身
」を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。ワ
ニ
と
は
サ
メ（
こ
こ
で

は
、シ
ロ
シ
ュモ
ク
ザ
メ
な
ど
の
回
遊
性
大
型
種
を
指
す
）の

こ
と
で
、死
後
生
成
さ
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
の
お
か
げ
で
腐
り
に

く
い
サ
メ
の
身
は
、そ
の
昔
山
間
部
で
食
べ
ら
れ
る
貴
重
な

海
産
魚
で
し
た
。山
間
部
に
到
着
す
る
頃
に
は
相
当
な
臭

い
が
漂
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
に
し
み
、鼻
を
つ
ま
む
ほ

ど
臭
い
刺
身
こ
そ
が
、土
地
の
人
々
に
と
っ
て
慣
れ
親
し
ん

だ
ワ
ニ
の
刺
身
だ
っ
た
の
で
す
。日
本
中
を
調
べ
歩
い
て
み
る

と
、兵
庫
県
、岡
山
県
、京
都
府
、栃
木
県
な
ど
の
山
間

部
で
も
、か
つ
て
は
サ
メ
の
刺
身
を
食
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

津
々
浦
々
に
残
る
サ
メ
伝
説

　

シ
ュモ
ク
ザ
メ
は
、「
神
様
の
使
い
」と
し
て
民
話
や
神
話

に
登
場
し
ま
す
。伊
勢
志
摩
地
方
に
残
る「
七
本
ザ
メ
伝

説
」と
は
、七
匹
の
サ
メ
が
毎
年
6
月
に
沖
の
宮
殿
か
ら

伊
勢
神
宮
へ
お
参
り
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
言
い
伝
え
で

す
。サ
メ
が
通
る
日
に
は
海
に
は
入
ら
ず
、人
々
は
別
宮
の

伊
雑
宮
へ
参
拝
し
た
と
い
い
ま
す
。対
馬
に
も
6
月
の
祇

園
祭
に
は
角
の
生
え
た
サ
メ
が
来
る
か
ら
海
へ
入
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
シ
ュモ
ク

ザ
メ
の
回
遊
時
期
と一
致
し
ま
す
。

　

日
本
全
国
津
々
浦
々
に
は
、こ
う
し
た
シュモ
ク
ザ
メ
に
ま

つ
わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、お
そ

ら
く
特
殊
な
外
観
の
せ
い
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま

た
、種
類
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、各
地
に
は
サ
メ
を
祀
っ
た
神

社
が
存
在
し
ま
す
。そ
れ
は
、サ
メ
が
決
し
て
忌
み
嫌
わ
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、日
本
人
の
生
活
や
信
仰
と
関
わ

り
を
持
っ
て
き
た
生
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、深

い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

い
ざ
わ
の
み
や

し
ゅ 

も
く

さ
ば

み
よ
し

『
日
本
西
部
及
南
部
魚
類
』

14vol.3415 vol.34

山
口 

敦
子

解
説
・

（
水
産
学
部
教
授
）

Y
am
aguchi A

tsuko

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。2
0
0
0
年

長
崎
大
学
水
産
学
部
准
教
授
。2
0
1
0
年
７
月
か
ら
現
職
。博
士（
農
学
）。

専
門
は
魚
類
学
、水
産
資
源
学
。主
な
著
書
に『
干
潟
の
海
に
生
き
る
魚
た
ち
│

有
明
海
の
豊
か
さ
と
危
機
』（
東
海
大
学
出
版
会
）、『
海
藻
を
食
べ
る
魚
た
ち
』

（
成
山
堂
書
店
）な
ど
が
あ
る
。
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カ
シ
ュモ
ク
ザ
メ
、シ
ロ
シ
ュモ
ク
ザ
メ
の「
ア
カ
」と「
シ

ロ
」と
い
う
の
は
、外
見
の
色
で
は
な
く
、カ
ジ
キ
マ
グ
ロ
の

よ
う
な
赤
身
と
、透
き
通
る
よ
う
な
白
身
が
そ
れ
ぞ
れ

名
前
の
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。フ
カ
ヒ
レ
、か
ま
ぼ
こ
、は
ん

ぺ
ん
、干
物
の
原
料
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、新
鮮
な
う
ち

に
捌
い
た
も
の
は
、刺
身
や
フ
ラ
イ
、湯
引
き
な
ど
何
に
し

て
も
美
味
で
す
。

　

広
島
県
の
山
間
部
に
あ
る
三
次
地
方
で
は「
ワ
ニ
の
刺

身
」を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。ワ
ニ
と
は
サ
メ（
こ
こ
で

は
、シ
ロ
シ
ュモ
ク
ザ
メ
な
ど
の
回
遊
性
大
型
種
を
指
す
）の

こ
と
で
、死
後
生
成
さ
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
の
お
か
げ
で
腐
り
に

く
い
サ
メ
の
身
は
、そ
の
昔
山
間
部
で
食
べ
ら
れ
る
貴
重
な

海
産
魚
で
し
た
。山
間
部
に
到
着
す
る
頃
に
は
相
当
な
臭

い
が
漂
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。目
に
し
み
、鼻
を
つ
ま
む
ほ

ど
臭
い
刺
身
こ
そ
が
、土
地
の
人
々
に
と
っ
て
慣
れ
親
し
ん

だ
ワ
ニ
の
刺
身
だ
っ
た
の
で
す
。日
本
中
を
調
べ
歩
い
て
み
る

と
、兵
庫
県
、岡
山
県
、京
都
府
、栃
木
県
な
ど
の
山
間

部
で
も
、か
つ
て
は
サ
メ
の
刺
身
を
食
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

津
々
浦
々
に
残
る
サ
メ
伝
説

　

シ
ュモ
ク
ザ
メ
は
、「
神
様
の
使
い
」と
し
て
民
話
や
神
話

に
登
場
し
ま
す
。伊
勢
志
摩
地
方
に
残
る「
七
本
ザ
メ
伝

説
」と
は
、七
匹
の
サ
メ
が
毎
年
6
月
に
沖
の
宮
殿
か
ら

伊
勢
神
宮
へ
お
参
り
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
言
い
伝
え
で

す
。サ
メ
が
通
る
日
に
は
海
に
は
入
ら
ず
、人
々
は
別
宮
の

伊
雑
宮
へ
参
拝
し
た
と
い
い
ま
す
。対
馬
に
も
6
月
の
祇

園
祭
に
は
角
の
生
え
た
サ
メ
が
来
る
か
ら
海
へ
入
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
シ
ュモ
ク

ザ
メ
の
回
遊
時
期
と一
致
し
ま
す
。

　

日
本
全
国
津
々
浦
々
に
は
、こ
う
し
た
シュモ
ク
ザ
メ
に
ま

つ
わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、お
そ

ら
く
特
殊
な
外
観
の
せ
い
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま

た
、種
類
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、各
地
に
は
サ
メ
を
祀
っ
た
神

社
が
存
在
し
ま
す
。そ
れ
は
、サ
メ
が
決
し
て
忌
み
嫌
わ
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、日
本
人
の
生
活
や
信
仰
と
関
わ

り
を
持
っ
て
き
た
生
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、深

い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

い
ざ
わ
の
み
や

し
ゅ 

も
く

さ
ば

み
よ
し

『
日
本
西
部
及
南
部
魚
類
』

14vol.3415 vol.34

山
口 

敦
子

解
説
・

（
水
産
学
部
教
授
）

Y
am
aguchi A

tsuko

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。2
0
0
0
年

長
崎
大
学
水
産
学
部
准
教
授
。2
0
1
0
年
７
月
か
ら
現
職
。博
士（
農
学
）。

専
門
は
魚
類
学
、水
産
資
源
学
。主
な
著
書
に『
干
潟
の
海
に
生
き
る
魚
た
ち
│

有
明
海
の
豊
か
さ
と
危
機
』（
東
海
大
学
出
版
会
）、『
海
藻
を
食
べ
る
魚
た
ち
』

（
成
山
堂
書
店
）な
ど
が
あ
る
。



世
界
遺
産「
白
川
郷
」へ

1969年長崎県五島市生まれ。1993年高
知大学人文学部卒業。大阪大学大学院
博士前期課程および後期課程修了。国
際日本文化研究センター講師（研究機関
研究員）、福岡工業大学社会環境学部
准教授などを経て2008年より現職。博士
（文学）。

「
文
化
」に
優
劣
は
な
い
は
ず
。

し
か
し
…

「
文
化
」継
承
の
現
場
へ

第
3
回

才津 祐美子
（環境科学部　准教授）
S a i t s u  Y u m i k o

世
界
に
は
多
様
な
文
化
や
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
異
文
化
の
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
飛
び
込
み
、

人
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、未
知
の
世
界
を

調
査
・
研
究
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
。

今
回
は
、合
掌
造
り
で
知
ら
れ
る
岐
阜
県
白
川
郷
で
、

ど
の
よ
う
に「
文
化
」の
継
承
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を

見
つ
め
続
け
る
才
津
先
生
の
お
話
で
す
。

[今回のフィールドワーカー]

合掌造りは、岐阜県と富山県の一部の地
域にのみ見られる民家の形式。かつては1
階部分だけを住居として使用し、屋根裏で
は蚕を飼っていた。

30～50年に一度行われる茅葺き屋根の葺き替え。かつては「結」とよばれる住民相互の無償
労働で行われていたが、現在は地元の専門業者に依頼することも多い。

荻町地区は周りを緑豊かな山に囲まれた小さな盆地。合掌造りの家々
は、渓谷の強風を受け流すため、みな南北方向に建てられている。

庄川に架かる「であい橋」。駐車場からこの吊り橋を
渡ったところに荻町地区がある。

どぶろくが振る舞われる中、奥の社
殿では、民俗芸能の春駒踊りが披
露されている。

　

文
化
人
類
学
の「
基
本
の
き
」は
、冒
頭
に
述
べ

た「
文
化
に
優
劣
は
な
い
」と
い
う
考
え
方
で
す
。

し
か
し
、各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
調
査
に
行

く
と
、「
う
ち
の
祭
り
は
国
指
定
の
文
化
財
だ
か

ら
、県
指
定
の
隣
の
集
落
の
も
の
よ
り
良
い
も
の
ら

し
い
」と
いっ
た
話
を
た
び
た
び
耳
に
し
ま
す
。つ
ま

り
、文
化
遺
産
保
護
制
度
が
ラ
ン
キ
ン
グ
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。ま
た
、

「
祭
り
の
衣
装
を
変
え
た
の
は
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
か
ら
」と
い
う
よ
う
に
、文
化
財
へ
の
指
定
が

変
化
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、「
一
体
、い
つ
、誰
が
こ
ん
な
制
度
を
つ
く

り
、誰
が
ど
ん
な
基
準
で
文
化
遺
産
を
選
ん
で
い

　

世
界
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
国
内
に
も
多
様
な
文

化
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
間
に
は
優

劣
や
高
低
の
差
は
な
く
、等
し
く
価
値
が
あ
る
も

の
だ
と
い
う
考
え
方
に
異
を
唱
え
る
人
は
少
な
い

で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の一
方
で
、「
世
界
遺
産
」や

「
文
化
財
」に
選
ば
れ
て
い
る
と
聞
く
と
、そ
れ
は

「（
選
ば
れ
て
い
な
い
も
の
と
比
べ
て
）非
常
に
価
値

が
高
い
も
の
だ
」と
感
じ
る
人
が
多
い
の
も
ま
た
事

実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ゆ
え
に
、こ
う
し
た

文
化
遺
産
は
観
光
資
源
と
し
て
多
く
の
旅
行
者

を
引
き
つ
け
る
役
目
も
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

度
は
彼
ら
／
彼
女
ら
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
う
し
た
調
査
を
す
る
た
め
に
私
が
最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、荻
町
地
区
の
人
々
の
生
活
そ
の
も
の

を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
し
た
。例
え
ば
、荻
町
地

区
で
は
毎
年
秋
に
白
川
八
幡
神
社
の
お
祭
り
が
行

わ
れ
る
の
で
す
が
、こ
の
準
備
は
1
月
の「
ど
ぶ
ろ

く
」（
神
様
に
奉
納
す
る
お
酒
）の
仕
込
み
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。ま
ず
は
そ
れ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。そ
の
後
も
お
祭
り
の
裏
方
を
担
当
す
る「
カ
ギ

ト
リ
」と
呼
ば
れ
る
当
番
に
あ
た
っ
た「
組
」の
皆
さ

ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
1
年
間
を
通
し
て
参
加

し
ま
し
た
。「
組
」と
い
う
の
は
、10
〜
30
軒
程
度
の

近
隣
の
家
々
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
、現
在
は
地
区

内
に
7
つ
あ
り
ま
す
。同
じ
組
に
属
す
る
人
々
は
、祭

り
の
他
、結
婚
式
や
葬
式
、茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替

え
の
時
な
ど
に
も
助
け
合
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。荻

町
地
区
で
は
、こ
の
同
じ
組
に
属
す
る
人
々
と
の
関

係
と
、親
戚
付
き
合
い
が
生
活
上
の
基
本
的
か
つ
重

要
な
人
間
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
密

度
の
濃
い
人
間
関
係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
、合

掌
造
り
の
み
な
ら
ず
地
区
全
体
を
保
存
す
る
た
め

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、夏
休
み
いっ
ぱ
い
合
掌
造
り
の
民
宿
で
働

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。本
当
は
荻
町
地
区
に
家

を
借
り
て
住
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら

貸
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、こ
う
い
う
形
を
と
っ

て
少
し
で
も
長
く
滞
在
し
よ
う
と
し
た
の
で
し

た
。私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
民
宿
の
仕
事
は

過
酷
で
、朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
ま
し
た
。よ
っ
て
、当

初
の
予
定（
民
宿
を
拠
点
に
外
に
聞
き
取
り
調
査

に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
）と
は
違
っ
て
、ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
民
宿
の
中
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、民
宿

の
ご
家
族
と
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
で
、決
し
て

る
の
か
？
」と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
私
の
中
に
浮

か
ん
だ
の
で
し
た
。以
来
、制
度
の
成
立
・
普
及
と

地
域
社
会
へ
の
影
響
の
両
方
を
追
う
こ
と
が
研
究

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
っ
て
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、文
化
遺
産
ラ
ン
キ
ン
グ
の
頂
点
に
い
る
の

は
、や
は
り「
世
界
遺
産
」で
し
ょ
う
。私
が
メ
イ
ン

の
調
査
地
に
し
て
い
る
の
も
1
9
9
5
年
に
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
白
川
郷
」（
世
界
遺
産
と

し
て
の
名
称
は
、「
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り

集
落
」
）で
す
。白
川
郷
は
現
在
の
岐
阜
県
大
野

郡
白
川
村
荻
町
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、

約
60
棟
の「
合
掌
造
り
」と
呼
ば
れ
る
民
家
が
現

存
し
て
い
ま
す
。白
川
村
の
現
在
の
人
口
は
約

2
、0
0
0
人
、荻
町
地
区
は
約
6
0
0
人
で

す
。荻
町
地
区
は
1
9
7
6
年
に
国
の
文
化
財

で
あ
る「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
伝
統
的
建
造
物
群
」と
は
、

「
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を

形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の

高
い
も
の
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、合

掌
造
り
の
建
物
だ
け
で
は
な
く
、荻
町
地
区
全
体

が
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。そ
し
て
こ
れ
が
世
界
遺
産
登
録
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

私
が
こ
の
白
川
郷
を
調
査
地
と
し
て
選
ん
だ
理

由
は
、白
川
郷
が
合
掌
造
り
と
い
う
「
普
通
の

人
々
の
家
」を
中
心
と
し
た
文
化
遺
産
だ
か
ら
で

す
。も
ち
ろ
ん
今
で
も
人
々
は
そ
こ
で
暮
ら
し
続
け

て
い
ま
す
。そ
の
暮
ら
し
の
中
で
、白
川
郷
の
人
々

は
具
体
的
に
ど
う
や
っ
て
文
化
遺
産
を
継
承
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、文
化
遺
産
保
護
制

に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
の
は
そ
の
成
果
だ
っ
た
わ
け
で
す
。こ
う

し
て
荻
町
地
区
で
は
合
掌
造
り
の
文
化
財
と
し

て
の
保
存
と
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
両
輪

と
し
た
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、周
囲
の
環
境
を
含
め
た
地
区
全
体
を

文
化
財
と
し
て
現
状
維
持
す
る
た
め
に
は
、さ
ま

ざ
ま
な
規
制
が
か
け
ら
れ
ま
す
。自
分
の
家
も
庭

も
畑
も
自
分
勝
手
に
は
改
変
で
き
な
い
の
で
す
。

ま
た
世
界
遺
産
登
録
後
は
観
光
客
数
が
急
増
し

た
の
に
比
例
し
て
観
光
業
を
営
む
人
も
増
え
、景

観
の
変
化（「
悪
化
し
て
い
る
」と
い
う
研
究
者
も

多
い
）が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら

に
、マ
ナ
ー
の
悪
い
観
光
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
絶
え
ま

せ
ん
。こ
う
し
た
中
で
、荻
町
地
区
の
人
々
は
、文

化
遺
産
の
保
存
／
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
／

日
常
生
活
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
悩
み
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
や
世
界
遺
産
と
い
う
お
墨
付
き
を
も
ら

う
こ
と
は
、大
き
な
観
光
資
源
を
手
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、一
方
で
、そ
の
所
有
権
の一
部
を
切
り

売
り
す
る
よ
う
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。極
端
な
言

い
方
を
す
れ
ば
、世
界
遺
産
な
ら
ば
、全
世
界
の
人

が「
人
類
共
通
の
遺
産
だ
」と
主
張
す
る
こ
と
を

可
能
に
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
周
囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。し
か
し
、

私
は
文
化
遺
産
の
直
接
の
担
い
手
が
ど
こ
ま
で
主

導
権
を
握
り
続
け
て
い
ら
れ
る
か
は
、あ
く
ま
で
も

担
い
手
自
身
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
文
化
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
の
か
。そ

の
答
え
は
容
易
に
は
出
ま
せ
ん
が
、悩
み
な
が
ら
も

継
承
し
て
い
く
そ
の
現
場
に
立
ち
会
い
た
く
て
、

１３
年
目
の
今
も
な
お
私
は
白
川
郷
に
通
い
続
け
る

の
で
す
。

「
お
客
さ
ん
」で
は
わ
か
ら
な
い
、荻
町
地
区
の
等

身
大
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。ま
た
、合
掌
造
り
を
保
存
す
る
た
め
に
民

宿
と
し
て
活
用
し
て
い
る
家
が
多
い
の
で
、そ
の
実

態
調
査
に
も
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
は
一
見
遠
回
り
に
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な
ぜ
知
り
た
い
こ
と
だ
け
を

直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
い
の
か
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。し
か
し
、文
化
人
類
学
で
は
現
地
の

人
々
の
視
点
で
物
事
を
見
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、「
荻
町
地
区
の
人
々
に
と
っ
て『
文

化
遺
産（
保
護
制
度
）』と
は
何
な
の
か
」を
知
る

た
め
に
は
、現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
、こ

う
し
た
調
査
方
法
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

荻
町
地
区
に
通
い
続
け
て
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、

文
化
遺
産
を
継
承
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
し
た
。

　

1
9
5
0
年
代
以
降
、ダ
ム
建
設
に
よ
る
水
没

や
、村
外
売
却（
料
亭
な
ど
と
し
て
使
用
す
る
た

め
）や
、瓦
屋
根
の
家
へ
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
っ
て

合
掌
造
り
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
荻
町
地

区
の
有
志
が
合
掌
造
り
の
保
存
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。そ
の
動
機
は
失
わ
れ
ゆ
く
も
の
へ
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
だ
け
で
な
く
、合
掌
造
り
の
保
存
と
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
を
セ
ッ
ト
に
し
、「
合
掌
造
り
で

食
べ
て
い
け
れ
ば
」と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。そ
し

て
1
9
7
1
年
、同
地
区
の
人
々
で
つ
く
る「
白
川

郷
荻
町
部
落
の
自
然
環
境
を
守
る
会
」が
発
足

し
ま
し
た
。こ
の「
守
る
会
」の
主
た
る
活
動
の一つ

が
合
掌
造
り
の
文
化
財
化
で
あ
り
、1
9
7
6
年

毎年10月14、15日に行われる白
川八幡神社の「どぶろく祭り」。神
様に奉納する「どぶろく」の仕込み
（大量の米を洗い、蒸し、麹を混ぜ、
樽に入れるという作業）は、1月に住
民自身の手で数日かけて行われる。

長野県

富山県
石川県

福井県

岐阜県

五箇山

白川郷

現
場
に
飛
び
出
せ
！

現
場
に
飛
び
出
せ
！！！

日本
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世
界
遺
産「
白
川
郷
」へ

1969年長崎県五島市生まれ。1993年高
知大学人文学部卒業。大阪大学大学院
博士前期課程および後期課程修了。国
際日本文化研究センター講師（研究機関
研究員）、福岡工業大学社会環境学部
准教授などを経て2008年より現職。博士
（文学）。

「
文
化
」に
優
劣
は
な
い
は
ず
。

し
か
し
…

「
文
化
」継
承
の
現
場
へ

第
3
回

才津 祐美子
（環境科学部　准教授）
S a i t s u  Y u m i k o

世
界
に
は
多
様
な
文
化
や
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
異
文
化
の
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
飛
び
込
み
、

人
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、未
知
の
世
界
を

調
査
・
研
究
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
た
ち
。

今
回
は
、合
掌
造
り
で
知
ら
れ
る
岐
阜
県
白
川
郷
で
、

ど
の
よ
う
に「
文
化
」の
継
承
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を

見
つ
め
続
け
る
才
津
先
生
の
お
話
で
す
。

[今回のフィールドワーカー]

合掌造りは、岐阜県と富山県の一部の地
域にのみ見られる民家の形式。かつては1
階部分だけを住居として使用し、屋根裏で
は蚕を飼っていた。

30～50年に一度行われる茅葺き屋根の葺き替え。かつては「結」とよばれる住民相互の無償
労働で行われていたが、現在は地元の専門業者に依頼することも多い。

荻町地区は周りを緑豊かな山に囲まれた小さな盆地。合掌造りの家々
は、渓谷の強風を受け流すため、みな南北方向に建てられている。

庄川に架かる「であい橋」。駐車場からこの吊り橋を
渡ったところに荻町地区がある。

どぶろくが振る舞われる中、奥の社
殿では、民俗芸能の春駒踊りが披
露されている。

　

文
化
人
類
学
の「
基
本
の
き
」は
、冒
頭
に
述
べ

た「
文
化
に
優
劣
は
な
い
」と
い
う
考
え
方
で
す
。

し
か
し
、各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
調
査
に
行

く
と
、「
う
ち
の
祭
り
は
国
指
定
の
文
化
財
だ
か

ら
、県
指
定
の
隣
の
集
落
の
も
の
よ
り
良
い
も
の
ら

し
い
」と
いっ
た
話
を
た
び
た
び
耳
に
し
ま
す
。つ
ま

り
、文
化
遺
産
保
護
制
度
が
ラ
ン
キ
ン
グ
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。ま
た
、

「
祭
り
の
衣
装
を
変
え
た
の
は
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
か
ら
」と
い
う
よ
う
に
、文
化
財
へ
の
指
定
が

変
化
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、「
一
体
、い
つ
、誰
が
こ
ん
な
制
度
を
つ
く

り
、誰
が
ど
ん
な
基
準
で
文
化
遺
産
を
選
ん
で
い

　

世
界
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
国
内
に
も
多
様
な
文

化
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
の
間
に
は
優

劣
や
高
低
の
差
は
な
く
、等
し
く
価
値
が
あ
る
も

の
だ
と
い
う
考
え
方
に
異
を
唱
え
る
人
は
少
な
い

で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の一
方
で
、「
世
界
遺
産
」や

「
文
化
財
」に
選
ば
れ
て
い
る
と
聞
く
と
、そ
れ
は

「（
選
ば
れ
て
い
な
い
も
の
と
比
べ
て
）非
常
に
価
値

が
高
い
も
の
だ
」と
感
じ
る
人
が
多
い
の
も
ま
た
事

実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ゆ
え
に
、こ
う
し
た

文
化
遺
産
は
観
光
資
源
と
し
て
多
く
の
旅
行
者

を
引
き
つ
け
る
役
目
も
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

度
は
彼
ら
／
彼
女
ら
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
う
し
た
調
査
を
す
る
た
め
に
私
が
最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、荻
町
地
区
の
人
々
の
生
活
そ
の
も
の

を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
し
た
。例
え
ば
、荻
町
地

区
で
は
毎
年
秋
に
白
川
八
幡
神
社
の
お
祭
り
が
行

わ
れ
る
の
で
す
が
、こ
の
準
備
は
1
月
の「
ど
ぶ
ろ

く
」（
神
様
に
奉
納
す
る
お
酒
）の
仕
込
み
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。ま
ず
は
そ
れ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。そ
の
後
も
お
祭
り
の
裏
方
を
担
当
す
る「
カ
ギ

ト
リ
」と
呼
ば
れ
る
当
番
に
あ
た
っ
た「
組
」の
皆
さ

ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
1
年
間
を
通
し
て
参
加

し
ま
し
た
。「
組
」と
い
う
の
は
、10
〜
30
軒
程
度
の

近
隣
の
家
々
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
、現
在
は
地
区

内
に
7
つ
あ
り
ま
す
。同
じ
組
に
属
す
る
人
々
は
、祭

り
の
他
、結
婚
式
や
葬
式
、茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替

え
の
時
な
ど
に
も
助
け
合
う
関
係
に
あ
り
ま
す
。荻

町
地
区
で
は
、こ
の
同
じ
組
に
属
す
る
人
々
と
の
関

係
と
、親
戚
付
き
合
い
が
生
活
上
の
基
本
的
か
つ
重

要
な
人
間
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
密

度
の
濃
い
人
間
関
係
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
、合

掌
造
り
の
み
な
ら
ず
地
区
全
体
を
保
存
す
る
た
め

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、夏
休
み
いっ
ぱ
い
合
掌
造
り
の
民
宿
で
働

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。本
当
は
荻
町
地
区
に
家

を
借
り
て
住
み
た
か
っ
た
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら

貸
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
、こ
う
い
う
形
を
と
っ

て
少
し
で
も
長
く
滞
在
し
よ
う
と
し
た
の
で
し

た
。私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
民
宿
の
仕
事
は

過
酷
で
、朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
ま
し
た
。よ
っ
て
、当

初
の
予
定（
民
宿
を
拠
点
に
外
に
聞
き
取
り
調
査

に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
）と
は
違
っ
て
、ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
民
宿
の
中
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、民
宿

の
ご
家
族
と
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
で
、決
し
て

る
の
か
？
」と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
私
の
中
に
浮

か
ん
だ
の
で
し
た
。以
来
、制
度
の
成
立
・
普
及
と

地
域
社
会
へ
の
影
響
の
両
方
を
追
う
こ
と
が
研
究

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
っ
て
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、文
化
遺
産
ラ
ン
キ
ン
グ
の
頂
点
に
い
る
の

は
、や
は
り「
世
界
遺
産
」で
し
ょ
う
。私
が
メ
イ
ン

の
調
査
地
に
し
て
い
る
の
も
1
9
9
5
年
に
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
白
川
郷
」（
世
界
遺
産
と

し
て
の
名
称
は
、「
白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り

集
落
」
）で
す
。白
川
郷
は
現
在
の
岐
阜
県
大
野

郡
白
川
村
荻
町
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、

約
60
棟
の「
合
掌
造
り
」と
呼
ば
れ
る
民
家
が
現

存
し
て
い
ま
す
。白
川
村
の
現
在
の
人
口
は
約

2
、0
0
0
人
、荻
町
地
区
は
約
6
0
0
人
で

す
。荻
町
地
区
は
1
9
7
6
年
に
国
の
文
化
財

で
あ
る「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
伝
統
的
建
造
物
群
」と
は
、

「
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を

形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の

高
い
も
の
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、合

掌
造
り
の
建
物
だ
け
で
は
な
く
、荻
町
地
区
全
体

が
文
化
財
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。そ
し
て
こ
れ
が
世
界
遺
産
登
録
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

私
が
こ
の
白
川
郷
を
調
査
地
と
し
て
選
ん
だ
理

由
は
、白
川
郷
が
合
掌
造
り
と
い
う
「
普
通
の

人
々
の
家
」を
中
心
と
し
た
文
化
遺
産
だ
か
ら
で

す
。も
ち
ろ
ん
今
で
も
人
々
は
そ
こ
で
暮
ら
し
続
け

て
い
ま
す
。そ
の
暮
ら
し
の
中
で
、白
川
郷
の
人
々

は
具
体
的
に
ど
う
や
っ
て
文
化
遺
産
を
継
承
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、文
化
遺
産
保
護
制

に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
の
は
そ
の
成
果
だ
っ
た
わ
け
で
す
。こ
う

し
て
荻
町
地
区
で
は
合
掌
造
り
の
文
化
財
と
し

て
の
保
存
と
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
両
輪

と
し
た
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、周
囲
の
環
境
を
含
め
た
地
区
全
体
を

文
化
財
と
し
て
現
状
維
持
す
る
た
め
に
は
、さ
ま

ざ
ま
な
規
制
が
か
け
ら
れ
ま
す
。自
分
の
家
も
庭

も
畑
も
自
分
勝
手
に
は
改
変
で
き
な
い
の
で
す
。

ま
た
世
界
遺
産
登
録
後
は
観
光
客
数
が
急
増
し

た
の
に
比
例
し
て
観
光
業
を
営
む
人
も
増
え
、景

観
の
変
化（「
悪
化
し
て
い
る
」と
い
う
研
究
者
も

多
い
）が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら

に
、マ
ナ
ー
の
悪
い
観
光
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
絶
え
ま

せ
ん
。こ
う
し
た
中
で
、荻
町
地
区
の
人
々
は
、文

化
遺
産
の
保
存
／
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
／

日
常
生
活
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
悩
み
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
や
世
界
遺
産
と
い
う
お
墨
付
き
を
も
ら

う
こ
と
は
、大
き
な
観
光
資
源
を
手
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、一
方
で
、そ
の
所
有
権
の一
部
を
切
り

売
り
す
る
よ
う
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。極
端
な
言

い
方
を
す
れ
ば
、世
界
遺
産
な
ら
ば
、全
世
界
の
人

が「
人
類
共
通
の
遺
産
だ
」と
主
張
す
る
こ
と
を

可
能
に
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
周
囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。し
か
し
、

私
は
文
化
遺
産
の
直
接
の
担
い
手
が
ど
こ
ま
で
主

導
権
を
握
り
続
け
て
い
ら
れ
る
か
は
、あ
く
ま
で
も

担
い
手
自
身
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
文
化
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
の
か
。そ

の
答
え
は
容
易
に
は
出
ま
せ
ん
が
、悩
み
な
が
ら
も

継
承
し
て
い
く
そ
の
現
場
に
立
ち
会
い
た
く
て
、

１３
年
目
の
今
も
な
お
私
は
白
川
郷
に
通
い
続
け
る

の
で
す
。

「
お
客
さ
ん
」で
は
わ
か
ら
な
い
、荻
町
地
区
の
等

身
大
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。ま
た
、合
掌
造
り
を
保
存
す
る
た
め
に
民

宿
と
し
て
活
用
し
て
い
る
家
が
多
い
の
で
、そ
の
実

態
調
査
に
も
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
は
一
見
遠
回
り
に
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な
ぜ
知
り
た
い
こ
と
だ
け
を

直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
い
の
か
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。し
か
し
、文
化
人
類
学
で
は
現
地
の

人
々
の
視
点
で
物
事
を
見
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、「
荻
町
地
区
の
人
々
に
と
っ
て『
文

化
遺
産（
保
護
制
度
）』と
は
何
な
の
か
」を
知
る

た
め
に
は
、現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
、こ

う
し
た
調
査
方
法
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

荻
町
地
区
に
通
い
続
け
て
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、

文
化
遺
産
を
継
承
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
し
た
。

　

1
9
5
0
年
代
以
降
、ダ
ム
建
設
に
よ
る
水
没

や
、村
外
売
却（
料
亭
な
ど
と
し
て
使
用
す
る
た

め
）や
、瓦
屋
根
の
家
へ
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
っ
て

合
掌
造
り
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
荻
町
地

区
の
有
志
が
合
掌
造
り
の
保
存
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。そ
の
動
機
は
失
わ
れ
ゆ
く
も
の
へ
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
だ
け
で
な
く
、合
掌
造
り
の
保
存
と
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
を
セ
ッ
ト
に
し
、「
合
掌
造
り
で

食
べ
て
い
け
れ
ば
」と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。そ
し

て
1
9
7
1
年
、同
地
区
の
人
々
で
つ
く
る「
白
川

郷
荻
町
部
落
の
自
然
環
境
を
守
る
会
」が
発
足

し
ま
し
た
。こ
の「
守
る
会
」の
主
た
る
活
動
の一つ

が
合
掌
造
り
の
文
化
財
化
で
あ
り
、1
9
7
6
年

毎年10月14、15日に行われる白
川八幡神社の「どぶろく祭り」。神
様に奉納する「どぶろく」の仕込み
（大量の米を洗い、蒸し、麹を混ぜ、
樽に入れるという作業）は、1月に住
民自身の手で数日かけて行われる。

長野県

富山県
石川県

福井県

岐阜県

五箇山

白川郷

現
場
に
飛
び
出
せ
！

現
場
に
飛
び
出
せ
！！！

日本
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温
故
知
新

〜
未
来
に
活
か
し
た
い
、先
人
た
ち
の
思
い
〜

■ 
時
計
塔
と
学
園
紛
争

　

四
方
に
大
き
な
電
気
時
計
を
掲
げ
た
文
教

キ
ャ
ン
パス
の
時
計
塔
。４
階
建
て
校
舎
の
屋
上
か

ら
さ
ら
に
伸
び
た
塔
の
高
さ
は
約
10
m
で
、そ
の

内
側
は
６
畳
ほ
ど
の
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
園
紛
争
の
時
代（
昭
和
４０
年
代
）、教
養
部
の

建
物
が一
時
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
さ
れ
る
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。時
計
塔
の
あ
る
屋
上
で
は
約
４
カ
月
間

に
渡
っ
て
、「
時
計
台
放
送
」と
称
し
た
マ
イ
ク
放
送

が
、占
拠
し
た
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
ん

な
も
の
も
の
し
い
出
来
事
も
、今
は
昔
の
話
で
す
。

■ 

有
田
焼
の
タ
イ
ル
に
よ
る
大
壁
画

　

時
計
塔
の
下
に
、意
匠
と
し
て
設
け
ら
れ
た
大

壁
画（
６
m
×
９
m
）。そ
の
直
線
的
幾
何
学
模

様
は
、タ
イ
ル・モ
ザ
イ
ク
に
よ
る
も
の
で
、デ
ザ
イ
ン

の
ア
イ
デ
ア
は
教
育
学
部
美
術
科
の
教
員
や
学

生
か
ら
募
り
ま
し
た
。原
画
を
ま
と
め
た
夏
秋
克

巳
施
設
部
長（
当
時
）は
、「
由
緒
あ
る
長
崎
大

学
に
、永
久
に
残
る
作
品
と
な
る
と
、と
く
に
慎

重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ず
、昼
も
夜
も
そ
の
こ
と
で

頭
が
いっ
ぱ
い
で
し
た
」と
後
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

大
壁
画
に
は
、長
崎
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
、教

養
部
を
中
心
と
し
て
６
学
部（
当
時
）が
協
調
し
て

い
る
姿
、さ
ら
に
、「A

B
 A
LT
O
 A
D
 A
LT
O
M

（
高
き
よ
り
高
き
へ
）」と
い
う
学
問
・
研
究
の
真
理
を

探
究
す
る
言
葉
の
意
味
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、タ
イ
ル
は
特
製
の
有
田
焼
で
、約
９
、５
０
０

枚
を
使
用
。茶
と
グ
リ
ー
ン
で
ま
と
め
ら
れ
た
色
合

い
は
、古
典
的
な
味
わ
い
を
求
め
た
も
の
で
、そ
の
色

彩
は
今
も
ほ
と
ん
ど
色
褪
せ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

か
つ
て
は
、正
門
か
ら
真
正
面
に
仰
ぎ
見
え
た

時
計
塔
と
大
壁
画
。い
ま
で
は
、環
境
科
学
部
前

の
ク
ス
ノ
キ
並
木
が
成
長
し
て
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

◆
出
典
／
学
園
だ
よ
り
第
27
号（
昭
和
47
年
2
月
）

　
　
　
　

学
園
だ
よ
り
第
85
号（
昭
和
59
年
7
月
）

■ 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル

　

明
治
維
新
以
降
、次
々
に
建
築
物
に
設
置
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
計
塔
。文
明
開
化
の
時
を
刻

む
そ
の
姿
は
、文
字
通
り
近
代
化
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

以
来
、時
計
塔
は
時
を
報
せ
る
と
い
う
本
来
の

役
割
は
も
ち
ろ
ん
、さ
ま
ざ
ま
な
建
築
物
の
シ
ン
ボ

ル
や
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

文
教
キ
ャ
ン
パス
の
時
計
塔
も
ま
た
、長
崎
大

学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
大
壁
画
と
と
も
に

1
9
6
6
年（
昭
和
41
）に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

時
計
塔
設
置
の
経
緯

　

昭
和
30
年
代
も
終
わ
り
頃
、高
度
成
長
期
と

い
う
社
会
の
進
展
の
一
方
で
、戦
後
の
整
備
が
大

幅
に
遅
れ
て
い
た
文
教
キ
ャ
ン
パス
は
、総
合
大
学

と
し
て
、各
学
部
の
恒
久
的
な
建
物
を
い
か
に
配

置
す
る
べ
き
か
、熱
心
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、教
養
部（
現
在
の
環
境
科
学
部
校

舎
）を
中
心
に
キ
ャ
ン
パス
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
が

決
ま
り
、そ
こ
に
、「
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
スマ
ー
ト
な
時
計
塔
を
ぜ
ひ
、つ
く
り
た
い
」

と
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た

名
取
嘉
四
郎
事
務
局
長（
当
時
）が
提
案
。こ
れ
が
、

時
計
塔
設
置
の
き
っか
け
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

N

キャンパス

文教
キャンパス

時
計
塔
と
大
壁
画

《
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
科
学
部
》

第2回

中部
講堂

附属
図書館

食
堂

西
門

北門

東門

裏門

正
門

工学部

薬学部水産学部

教育学部

環境科学部

グラウンド　

テニス
コート　
テニス
コート　

時計塔

教
養
部（
当
時
）の
校
舎
増
築
の
完
成
に

合
わ
せ
て
設
置
さ
れ
た
時
計
塔
と
大
壁

画
。増
築
の
た
め
の
資
金
は
、昭
和
41
年

に
工
学
部
が
創
設
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

県
下
一
般
か
ら
募
っ
た
寄
付
金
約
８
千

万
円
が
当
て
ら
れ
た
。環
境
科
学
部
玄

関
ホ
ー
ル
に
は
、そ
の
経
緯
を
銘
記
し
た

銅
板
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
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「
文
化
遺
産
」へ
の
道
の
り
と

そ
の
代
価

合掌造りが建ちならぶ荻町地区。民宿や土産物店を営む家も多い。

観光客のマナー違反の対策として
「白川村ポイ捨て等防止条例」も
制定された。

に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
た
の
は
そ
の
成
果
だ
っ
た
わ
け
で
す
。こ
う

し
て
荻
町
地
区
で
は
合
掌
造
り
の
文
化
財
と
し

て
の
保
存
と
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
両
輪

と
し
た
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、周
囲
の
環
境
を
含
め
た
地
区
全
体
を

文
化
財
と
し
て
現
状
維
持
す
る
た
め
に
は
、さ
ま

ざ
ま
な
規
制
が
か
け
ら
れ
ま
す
。自
分
の
家
も
庭

も
畑
も
自
分
勝
手
に
は
改
変
で
き
な
い
の
で
す
。

ま
た
世
界
遺
産
登
録
後
は
観
光
客
数
が
急
増
し

た
の
に
比
例
し
て
観
光
業
を
営
む
人
も
増
え
、景

観
の
変
化（「
悪
化
し
て
い
る
」と
い
う
研
究
者
も

多
い
）が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら

に
、マ
ナ
ー
の
悪
い
観
光
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
絶
え
ま

せ
ん
。こ
う
し
た
中
で
、荻
町
地
区
の
人
々
は
、文

化
遺
産
の
保
存
／
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
／

日
常
生
活
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
悩
み
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
や
世
界
遺
産
と
い
う
お
墨
付
き
を
も
ら

う
こ
と
は
、大
き
な
観
光
資
源
を
手
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、一
方
で
、そ
の
所
有
権
の一
部
を
切
り

売
り
す
る
よ
う
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。極
端
な
言

い
方
を
す
れ
ば
、世
界
遺
産
な
ら
ば
、全
世
界
の
人

が「
人
類
共
通
の
遺
産
だ
」と
主
張
す
る
こ
と
を

可
能
に
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
周
囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。し
か
し
、

私
は
文
化
遺
産
の
直
接
の
担
い
手
が
ど
こ
ま
で
主

導
権
を
握
り
続
け
て
い
ら
れ
る
か
は
、あ
く
ま
で
も

担
い
手
自
身
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
文
化
を
ど
う
継
承
し
て
い
く
の
か
。そ

の
答
え
は
容
易
に
は
出
ま
せ
ん
が
、悩
み
な
が
ら
も

継
承
し
て
い
く
そ
の
現
場
に
立
ち
会
い
た
く
て
、

１３
年
目
の
今
も
な
お
私
は
白
川
郷
に
通
い
続
け
る

の
で
す
。

「
お
客
さ
ん
」で
は
わ
か
ら
な
い
、荻
町
地
区
の
等

身
大
の
暮
ら
し
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。ま
た
、合
掌
造
り
を
保
存
す
る
た
め
に
民

宿
と
し
て
活
用
し
て
い
る
家
が
多
い
の
で
、そ
の
実

態
調
査
に
も
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
調
査
方
法
は
一
見
遠
回
り
に
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な
ぜ
知
り
た
い
こ
と
だ
け
を

直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
な
い
の
か
と
思
う
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。し
か
し
、文
化
人
類
学
で
は
現
地
の

人
々
の
視
点
で
物
事
を
見
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、「
荻
町
地
区
の
人
々
に
と
っ
て『
文

化
遺
産（
保
護
制
度
）』と
は
何
な
の
か
」を
知
る

た
め
に
は
、現
地
の
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
、こ

う
し
た
調
査
方
法
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

荻
町
地
区
に
通
い
続
け
て
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、

文
化
遺
産
を
継
承
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
し
た
。

　

1
9
5
0
年
代
以
降
、ダ
ム
建
設
に
よ
る
水
没

や
、村
外
売
却（
料
亭
な
ど
と
し
て
使
用
す
る
た

め
）や
、瓦
屋
根
の
家
へ
の
建
て
替
え
な
ど
に
よ
っ
て

合
掌
造
り
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
荻
町
地

区
の
有
志
が
合
掌
造
り
の
保
存
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。そ
の
動
機
は
失
わ
れ
ゆ
く
も
の
へ
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
だ
け
で
な
く
、合
掌
造
り
の
保
存
と
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
を
セ
ッ
ト
に
し
、「
合
掌
造
り
で

食
べ
て
い
け
れ
ば
」と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。そ
し

て
1
9
7
1
年
、同
地
区
の
人
々
で
つ
く
る「
白
川

郷
荻
町
部
落
の
自
然
環
境
を
守
る
会
」が
発
足

し
ま
し
た
。こ
の「
守
る
会
」の
主
た
る
活
動
の一つ

が
合
掌
造
り
の
文
化
財
化
で
あ
り
、1
9
7
6
年

プライベートな居住空間を遠慮なく覗くマナー違反
の観光客も少なくない。

世界遺産登録後は、大勢の観光客で賑わうように
なった。現在、年間約170万人が訪れる。

ほぼ毎日大型観光バスや自家用車で混み合う
「せせらぎ公園駐車場」。
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温
故
知
新

〜
未
来
に
活
か
し
た
い
、先
人
た
ち
の
思
い
〜

■ 

時
計
塔
と
学
園
紛
争

　

四
方
に
大
き
な
電
気
時
計
を
掲
げ
た
文
教

キ
ャ
ン
パス
の
時
計
塔
。４
階
建
て
校
舎
の
屋
上
か

ら
さ
ら
に
伸
び
た
塔
の
高
さ
は
約
10
m
で
、そ
の

内
側
は
６
畳
ほ
ど
の
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
園
紛
争
の
時
代（
昭
和
４０
年
代
）、教
養
部
の

建
物
が一
時
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
さ
れ
る
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。時
計
塔
の
あ
る
屋
上
で
は
約
４
カ
月
間

に
渡
っ
て
、「
時
計
台
放
送
」と
称
し
た
マ
イ
ク
放
送

が
、占
拠
し
た
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
ん

な
も
の
も
の
し
い
出
来
事
も
、今
は
昔
の
話
で
す
。

■ 

有
田
焼
の
タ
イ
ル
に
よ
る
大
壁
画

　

時
計
塔
の
下
に
、意
匠
と
し
て
設
け
ら
れ
た
大

壁
画（
６
m
×
９
m
）。そ
の
直
線
的
幾
何
学
模

様
は
、タ
イ
ル・モ
ザ
イ
ク
に
よ
る
も
の
で
、デ
ザ
イ
ン

の
ア
イ
デ
ア
は
教
育
学
部
美
術
科
の
教
員
や
学

生
か
ら
募
り
ま
し
た
。原
画
を
ま
と
め
た
夏
秋
克

巳
施
設
部
長（
当
時
）は
、「
由
緒
あ
る
長
崎
大

学
に
、永
久
に
残
る
作
品
と
な
る
と
、と
く
に
慎

重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ず
、昼
も
夜
も
そ
の
こ
と
で

頭
が
いっ
ぱ
い
で
し
た
」と
後
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

大
壁
画
に
は
、長
崎
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
に
、教

養
部
を
中
心
と
し
て
６
学
部（
当
時
）が
協
調
し
て

い
る
姿
、さ
ら
に
、「A

B
 A
LT
O
 A
D
 A
LT
O
M

（
高
き
よ
り
高
き
へ
）」と
い
う
学
問
・
研
究
の
真
理
を

探
究
す
る
言
葉
の
意
味
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、タ
イ
ル
は
特
製
の
有
田
焼
で
、約
９
、５
０
０

枚
を
使
用
。茶
と
グ
リ
ー
ン
で
ま
と
め
ら
れ
た
色
合

い
は
、古
典
的
な
味
わ
い
を
求
め
た
も
の
で
、そ
の
色

彩
は
今
も
ほ
と
ん
ど
色
褪
せ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

か
つ
て
は
、正
門
か
ら
真
正
面
に
仰
ぎ
見
え
た

時
計
塔
と
大
壁
画
。い
ま
で
は
、環
境
科
学
部
前

の
ク
ス
ノ
キ
並
木
が
成
長
し
て
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

◆
出
典
／
学
園
だ
よ
り
第
27
号（
昭
和
47
年
2
月
）

　
　
　
　

学
園
だ
よ
り
第
85
号（
昭
和
59
年
7
月
）

■ 

キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル

　

明
治
維
新
以
降
、次
々
に
建
築
物
に
設
置
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
計
塔
。文
明
開
化
の
時
を
刻

む
そ
の
姿
は
、文
字
通
り
近
代
化
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

以
来
、時
計
塔
は
時
を
報
せ
る
と
い
う
本
来
の

役
割
は
も
ち
ろ
ん
、さ
ま
ざ
ま
な
建
築
物
の
シ
ン
ボ

ル
や
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

文
教
キ
ャ
ン
パス
の
時
計
塔
も
ま
た
、長
崎
大

学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
大
壁
画
と
と
も
に

1
9
6
6
年（
昭
和
41
）に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

時
計
塔
設
置
の
経
緯

　

昭
和
30
年
代
も
終
わ
り
頃
、高
度
成
長
期
と

い
う
社
会
の
進
展
の
一
方
で
、戦
後
の
整
備
が
大

幅
に
遅
れ
て
い
た
文
教
キ
ャ
ン
パス
は
、総
合
大
学

と
し
て
、各
学
部
の
恒
久
的
な
建
物
を
い
か
に
配

置
す
る
べ
き
か
、熱
心
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、教
養
部（
現
在
の
環
境
科
学
部
校

舎
）を
中
心
に
キ
ャ
ン
パス
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
が

決
ま
り
、そ
こ
に
、「
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
スマ
ー
ト
な
時
計
塔
を
ぜ
ひ
、つ
く
り
た
い
」

と
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た

名
取
嘉
四
郎
事
務
局
長（
当
時
）が
提
案
。こ
れ
が
、

時
計
塔
設
置
の
き
っか
け
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

N

キャンパス

文教
キャンパス

時
計
塔
と
大
壁
画

《
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
科
学
部
》

第2回

中部
講堂

附属
図書館

食
堂

西
門

北門

東門

裏門

正
門

工学部

薬学部水産学部

教育学部

環境科学部

グラウンド　

テニス
コート　
テニス
コート　

時計塔

教
養
部（
当
時
）の
校
舎
増
築
の
完
成
に

合
わ
せ
て
設
置
さ
れ
た
時
計
塔
と
大
壁

画
。増
築
の
た
め
の
資
金
は
、昭
和
41
年

に
工
学
部
が
創
設
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

県
下
一
般
か
ら
募
っ
た
寄
付
金
約
８
千

万
円
が
当
て
ら
れ
た
。環
境
科
学
部
玄

関
ホ
ー
ル
に
は
、そ
の
経
緯
を
銘
記
し
た

銅
板
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
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９
月
７
日
、来
年
度
４
月
に
新

設
さ
れ
る
工
学
研
究
科
の
博
士
前

期
課
程（
総
合
工
学
専
攻
）に
、

「
日
中
韓
の
大
学
間
連
携
に
よ
る

水
環
境
技
術
者
育
成
〜
水
環
境

の
保
全
と
持
続
的
利
用
を
支
え
る

技
術
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
〜
」と

い
う
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、中
国
や
韓
国
か
ら
留

学
生
を
受
け
入
れ
、将
来
、東
ア

ジ
ア
の
水
資
源
の
環
境
保
全
と
持

続
的
利
用
に
関
す
る
問
題
解
決

に
貢
献
で
き
る
技
術
者
を
育
成
す

る
取
り
組
み
で
、文
部
科
学
省
が

創
設
し
た「
日
中
韓
等
の
大
学
間

交
流
を
通
じ
た
高
度
専
門
職
業

人
育
成
事
業
」の一
環（
４７
大
学
か

ら
申
請
さ
れ
た
事
業
企
画
の
中

か
ら
選
定
さ
れ
た
６
件
の
中
の
ひ

と
つ
）で
す
。

　

中
国
や
韓
国
の
１０
大
学
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム（
連
合
）を
組
織
し
、

国
内
の
水
環
境
技
術
関
連
企
業

と
も
連
携
。３
カ
月
の
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、実
践
的
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
企
業
の
即
戦

力
と
な
る
技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。

　

本
事
業
を
通
し
て
、東
ア
ジ
ア

の
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
河

川
汚
染
の
改
善
や
安
全
な
飲
料

水
確
保
な
ど
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
20
日
、「
第
2
回
長
崎
大

学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」を
開

催
し
ま
し
た
。当
日
は
長
大
祭
で

賑
わ
う
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
に

行
わ
れ
、卒
業
生
の
皆
様
に
母
校

長
崎
大
学
に
帰
っ
て
来
て
も
ら
い
、

大
学
の
近
況
に
触
れ
、懐
か
し
い
恩

師
や
学
友
と
再
会
し
、親
睦
を
深

め
て
頂
き
ま
し
た
。今
回
は
卒
業
生

約
1
6
0
名
、名
誉
教
授
の
先
生

方
多
数
が
参
加
さ
れ
、賑
や
か
に
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。

　

中
部
講
堂
で
は
、本
学
ロ
マ
ン

ツ
ァ
ー
合
唱
団
に
よ
る
長
崎
大
学
学

歌
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
に
始
ま
り
、

日
中
韓
の
大
学
連
携
で

水
環
境
技
術
者
を
育
成

　

先
端
計
算
研
究
セ
ン
タ
ー
の
濱

田
剛
准
教
授
の
チ
ー
ム
が
、高
性

能
計
算
の
世
界
で
最
も
権
威
の
あ

る
ゴ
ー
ド
ン・ベ
ル
賞
を
２
年
連
続

受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
研
究
論
文
は
、５
７

６
台
の
G
P
U（
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
優
れ
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
向
け

汎
用
プ
ロ
セ
ッ
サ
）を
並
列
に
動
作

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
D
E
G
I
M
A
」

を
開
発
し
、天
体
物
理
研
究
に
お

け
る
応
用
計
算
で
、１
９
０
テ
ラ
フ

ロ
ッ
プ
ス（
毎
秒
１
９
０
兆
回
計

算
）の
実
行
性
能
と
低
コ
ス
ト
化
に

成
功
し
た
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、昨
年
よ
り

も
性
能
を
高
め
、世
界
最
高
の

価
格
性
能
を
実
現
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
、１１
月
１３
日

か
ら
１９
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た
国
際
学
会
「Su

p
er 
com

-
p
u
tin
g 
2010

」（
米
国
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
市
）

に
お
い
て
決
定
し
、１８
日
に
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、こ
の
研
究
成
果
を
も

と
に
国
内
外
の
大
学
と
共
同
研

究
が
行
わ
れ
、宇
宙
に
関
す
る

研
究
を
は
じ
め
医
学
、経
済
学

な
ど
様
々
な
分
野
に
お
け
る
応

用
研
究
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ド
ン
・ベ
ル
賞
を

２
年
連
続
受
賞

盛
況
！

第
2
回
長
崎
大
学

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

片
峰
学
長
の
歓
迎
の
辞
、井
石
全

学
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
と
続
き
、

本
学
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
華

麗
な
演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講

演
会
は
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
J
A
X
A
）技
術
参
与
・
名
誉
教

授
の
的
川
泰
宣
先
生
に
よ
る「『
は

や
ぶ
さ
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
す
べ
て
」

と
題
し
、世
界
的
に
注
目
さ
れ
た
話

題
と
あ
っ
て
会
場
に
は
多
く
の
在
学

生
、一
般
の
方
も
聴
衆
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。最
後
に
本
学
吹
奏
楽
部
と

管
弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
心
行
く
ま
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
・パ
ー
テ
ィ
ー
」が
学
生
会

館
食
堂
で
開
催
さ
れ
、同
窓
生
や

名
誉
教
授
の
先
生
方
を
は
じ
め

大
学
関
係
者
、在
学
生
も
交
え
て

賑
や
か
に
歓
談
し
、本
学
空
手
道

部
、よ
さ
こ
い
部「
突
風
」の
演
技

が
行
わ
れ
、参
加
者
の
輪
が
幾
重

に
も
広
が
り
、感
動
の
中
で
閉
幕

し
ま
し
た
。

特別プログラムについて発表する
中田英昭教授（生産科学研究科長）ら

濱田剛准教授受賞した「DEGIMA」システム

的川泰宣先生管弦楽団演奏
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　特集は、「新工学部宣言！」。強力なパ
ワーと大いなる希望をもって、平成23
年4月から新しい工学部と大学院工学
研究科が発足いたします。ここ長崎の
地から、世界を感動させる技術者や研
究者を輩出する新たな体制について、
工学部長、副学部長に熱く語っていた
だきました。また、シンポジウム「工学の
明日を考える」での三菱総合研究所理
事長 小宮山宏氏の基調講演、長崎造
船所長 相馬和夫氏の特別講演も掲載
しています。受験生の皆様には、長崎
大学工学部の魅力を感じ取って、是非、
学びにきていただきたいと思います。
　「いいたか放題」は、水産庁にお勤めの
上田勝彦氏です。学生時代に培った漁師
としての豊富な経験を遺憾なく発揮され
ておられます。たいへんユニークな人柄
に惹きつけられること請け合いです。
　「現場に飛び出せ！　躍動するフィー
ルドワーカーたち」、「グラバー図譜」、
「温故知新」は、長崎大学ならではの魅
力や特徴をお伝えする連載企画です。
お楽しみ下さい。
　新春を迎え、本年も素晴らしい広報
誌になるようにと、気持ちを新たにい
たしました。今後も読者の皆様のご支
援をよろしくお願いいたします。

（原田哲夫）

［編集・発行］

長崎大学広報誌編集委員会

〈E-mail〉
www_admin@ml.nagasaki-u.ac.jp

［発行日］2011年1月1日

長崎大学広報誌
［長報：チョーホー］

編  集  後  記

TEL. 095－819－2018
FAX . 095－819－2156　

入学試験情報
大学入試センター試験

長崎大学一般入試

卒業式3/25
(FRI)

工学部 教授
広報戦略本部副本部長

教育学部 教授
経済学部 教授
工学部 教授
環境科学部 准教授
医歯薬学総合研究科 教授
熱帯医学研究所 教授
病院 教授
広報戦略本部副本部長 教授
広報戦略本部副本部長
広報戦略本部全学同窓会支援室長
広報戦略本部主査（広報調査）

原田　哲夫

堀内　伊吹
吉田　高文
高橋　和雄
池田　幸恵
小林　信之
堀尾　政博
佐々木　均
深尾　典男
浅野　　眞
林田　育三
長友　佳織

[委員長]

[委　員]

informationninformatioionn

1月15日（土）、16日（日）本試験実施日

《前期日程試験》

2月25日（金）　※医学部医学科は26日（土）まで実施実施日

1月24日（月）～2月3日（木）出願期間

3月 7 日（月）合格発表 3月14日（月）、15日（火）入学手続

3月12日（土）実施日

3月21日（月）合格発表

3月25日（金）　10：00～日　時

長崎ブリックホール場　所

3月7日（月）　14:00～17:00日　時

雲仙市小浜公会堂（雲仙市小浜町北本町848番地）場　所

一般（事前申込は不要です）対　象 無料参加費

小浜温泉エネルギー活用推進協議会主　催 長崎大学共　催

入学式4/4
(MON)

4月4日（月）　10：00～日　時

長崎ブリックホール場　所

3月26日（土）、27日（日）入学手続

《後期日程試験》

ジオパークにおける
低炭素まちづくりと地域再生
～温泉エネルギー活用の明日を語る～

《シンポジウム》

雲仙市小浜温泉では、豊富な未利用温泉をエネルギーとして活用する取り組みに挑戦
しようとしています。この計画のスタートにあたり、最先端の研究者を招き、島原半島
ジオパークならではの“まちづくり”について考えます。

〈問い合わせ先〉 長崎大学環境科学部馬越研究室
  Tel・Fax ： （095）819-2766　E-mail ： obama_symposium@yahoo.co.jp

■第1部／講演
　「低炭素社会への転換の必要性と地域再生の新戦略」
　　  諸富 　徹 氏 （京都大学大学院経済学研究科教授、中央環境審議会委員）
　「地熱エネルギー利用の最先端と小浜温泉」
　　  江原 幸雄 氏 （九州大学大学院工学研究院教授、前・日本地熱学会会長）

■ 第2部／パネルディスカッション　「温泉地における低炭素まちづくりと地域再生」
　  パ  ネ  リ  ス  ト ： 加藤 　仁 氏 （三菱重工業株式会社　エネルギー・環境事業統括戦略室長）
 朝野 泰昌 氏 （湯村温泉　朝野屋　代表取締役社長）
 本多 宣章 氏 （小浜温泉エネルギー活用推進協議会会長、第12代小浜温泉湯太夫）
　  コーディネーター ： 深見 　聡 氏 （長崎大学環境科学部准教授）
　  コメンテーター ： 諸富 　徹 氏、江原 幸雄 氏
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特集 新工学部宣言！

１９６６年（昭和４１）、文教キャンパスのシンボルとして時計塔とともに設けられた大壁画。直線的な幾何学模様は、約９,５００枚の
有田焼の特製タイルで描かれています。（※本誌１９ページでご紹介しています。）

環境科学部の大壁画表紙について




